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第一節前方後円墳の成立と発展

第二節群集墳の時代



第
一
節

前
方
後
円
墳
の
成
立
と
発
展

最
古
の
古
墳

古
壌
の
出
現

一関

t
f
貌
志
倭
人
伝
に
、
三
位
紀
中
ご
ろ
の
こ
と
と
し
て
、

「
卑
弥
呼
以
っ
て
死
す
、
大

山
中
閣
の
史
書

い
に
家
を
作
る
、
佳
百
人
ボ
ル
少
、
向
持
す
る
者
、
以
紳
百
余
人
」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。

こ
の
「
径
百
余

歩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
邪
馬
台
閣
の
女
王
卑
弥
呼
の
慕
が
、
ど
の
川
脱
皮
の
規
模
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
日
本
に

し
ん
ぴ
ょ
う

お
い
て
は
殉
葬
の
風
況
は
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
記
載
が
ど
の
程
度
ま
で
信
感
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
一
ニ
此
紀
小
葉
に
大
形
の
墳
墓
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
弥
生

墳
丘
慈
一
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
墳
慕
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
時
代
を
象
徴
す
る
「
古
墳
L

と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
前
方
後
円
形
の
境
基
で
あ
っ
た
の
か
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

一
一
一
枇
紀
後
葉
か
ら
問
佐
紀
は
じ
め
に
か
け
て
、
大
和
北
地
の
東
北
部
、
す
な
わ
ち
一
一
一
輪
山
麓
の
地
に
巨
大
な
前
方
後
円
な
い

し
は
前
方
後
方
形
の
古
漬
が
出
現
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

日
本
間
以
十
日
の
前
方
後
円
墳
は
、
こ
の
地
に

築
造
さ
れ
た
答
慕
古
墳
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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答
墓
古
墳
は
、
陵
議
参
考
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学
術
的
な
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
墳
丘
の
形
態
が
前

方
部
・
後
円
部
共
に
一
一
一
段
築
成
で
あ
る
こ
と
や
、
墳
丘
か
ら
発
見
さ
れ
た
総
合
形
埴
輪
・
翠
形
土
認
な
ど
か
ら
み
て
、
定
形
化

し
た
巨
大
な
前
方
後
円
墳
の
最
古
例
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
特
別
以
後
、
七
枇
紀
後
半
に
古
墳
が
築
造

さ
れ
な
く
な
る
ま
で
の
尚
代
を
古
墳
時
代
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。

古
墳
時
代
は
、
そ
の
発
展
段
踏
を
墳
形
・
埠
葬
施
設
・
副
葬
品
な
ど
の
変
化
を
参
考
に
し
て
、
前
・
後
二
期
に
区
分
す
る
場

合
と
、
前
・
中
・
後
の
一
一
一
期
に
大
別
し
て
考
え
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

に
大
別
し
、
前
期
は
一
一
一
位
紀
後
葉
か
ら

四
世
紀
代
を
、
中
期
は
ほ
ぼ
五
世
紀
代
を
、
そ
し
て
後
則
は
六
位
紀
以
降
の
年
代
を
示
す
も
の
と
し
て
記
述
を
進
め
た
い
。

前方後円演の成rrと発展
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第一節

前
期
古
墳

の
特
色

’ [A] fドf¥'.:j切

前方後円淡の築造始まる

思穴式石設にや！主i製三角

縁者11獄鋭が高lj葬される

前 1soo:tμ 
ころ 六iPl特産主に前方後円:l('t築

かれる・ヘボソ縁台±1'~

明石Jll・武庫川中流域に

小形方墳が築造される
j坊

日本製三fi］縁神獣鋭のli¥IJ

~i,;始まる

明百万i流域に前方後円墳

が築迭される

時
ろ

初

こ 巨大前jj後円墳の築造膝

行・五色塚，11明

長持形:flね日；の｛史rn~ん

武器・淡工兵の大設則非

カマドをもっ伎陪始まる

期
小形前ブ7後問主~・帆立fl

式1!1墳各地で築造される

横穴式石室築造始まる
I 500年
ころ

木紛直葬の群集墳盛行

馬具の副葬盛んになる後

dJJ或で須7芯2量生産始まる

:Jtfj 
舞子大形群集:l('t造営さる

奈カリ与終末期市境築造

600年

前
期
古
墳
の
立
地
を
み
る
と
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
た
ち
が
か
つ
て
自
ら
支
配
し
た
平
野
郊
の
集
落
を
見
下
ろ

す
よ
う
な
丘
陵
上
や
塔
恨
の
先
端
部
に
築
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
墳
丘
の
形
態
は
一
一
一
段
に
築
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か
れ
た
前
方
後
円
墳
が
多
く
、
少
数
な
が
ら
前
方
後
方
墳
や
門
墳
・
方
墳
も
存

在
す
る
。

十
日
式
の
古
墳
が
墳
丘
を
一
一
…
段
に
築
成
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
中
間
古
代
の

l怒穴式石室~式｜智i

祭
配
に
お
け
る
祭
天
の
場
と
し
て
の
円
丘
が
一
一
一
段
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

山
葬
施
設
は
偏
平
な
板
石
を
積
み
上
げ
て
築
い
た
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
以
上
も

た
と
あ
な

あ
る
長
大
な
竪
穴
式
石
室
が
多
く
、
右
寄
の
底
部
に
粘
土
で
柁
台
を
つ
く
り
、

｜理1138 

そ
の
上
に
訓
竹
形
の
木
柑
を
安
置
し
、
内
部
に
遺
体
と
と
も
に
錦
鏡
、
勾
玉

管
玉
・
小
玉
・
石
製
腕
飾
類
な
ど
の
宝
探
的
色
彩
の
強
い
遺
物
、
鉄
製
武
器
・

農
工
刊
行
な
ど
多
量
の
鉄
製
造
物
を
副
葬
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
古
墳
の
出
現
は
、

か
つ
て
の
邪
馬
台
関
の
女
王
卑
弥
呼
が
「
鬼

道
に
事
え
、
能
く
衆
を
惑
わ
す
L

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
宗
教
的
色
彩
の
強
い
司
祭
者
的
首
長
で
あ
っ
た
の
に
代
っ
て
、
弥
生

し
か
し
、
副
葬
品
を
み
る
か
ぎ
り
、

時
代
以
来
の
農
耕
社
会
の
発
肢
を
背
景
と
し
て
経
済
的
か
つ
武
力
的
な
カ
を
も
っ
た
い
議
族
の
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
だ
十
分
に
司
祭
者
的
性
格
を
脱
却
し
え
て
い
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
え

こ
、
o

t
L
 

副
葬
品
の
う
ち
、

清
川
4

弘
ー
し
b
l
k

、

州
問
録
、

t

か
め
か
ん

弥
生
尚
代
に
は
北
九
州
の
護
給
に
副
葬
さ
れ
る
慨
は

円
以
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
銅
鋭
で
あ
る
。

し
か
も
、
前

多
い
が
、
段
丘
慕
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
古
墳
の
出
現
と
と
も
に
大
最
副
葬
が
は
じ
ま
る
。
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期
前
葉
の
古
噴
に
お
い
て
は
中
間
製
の
銅
鏡
ば
か
り
が
副
葬
さ
れ
、

日
本
製
の
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
が
副
葬
品
に
加
わ
る
の
は
、
や

や
時
期
が
下
っ
た
前
期
後
半
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
方
後
円
壌
に
お
け
る
長
軸
の
方
位
が
ど
の
よ
う
な
方
向
を
示
す
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
埋
葬
施
設
と
し
て
の
竪
穴
式

石
室
は
概
し
て
南
北
方
向
に
築
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
し
か
も
竪
穴
式
石
室
の
一
怖
は
南
端
に
比
し
て
北
端
の
そ
れ
が
幅
広

い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
頭
部
を
北
側
に
む
け
て
埋
葬
さ
れ
た
例
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
北
優
位

の
出
葬
は
の
ち
に
畿
内
と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
に
認
め
ら
れ
、
墳
丘
を
一
一
一
段
に
築
成
し
よ
う
と
す
る
思

想
と
同
様
に
、
わ
が
闘
に
お
け
る
古
墳
の
成
立
に
際
し
て
中
国
思
想
の
強
い
影
響
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

山
ハ
間
甲
山
地
南
藤
の

ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳

神
戸
市
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
、
最
古
の
古
墳
が
ど
の
地
域
に
は
じ
め
て
成
立
し
、
そ
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

間
摂
平
野
の
間
端
部
に
続
く
六
市
山
地
雨
麓
の
平
野
部
周
辺
に
は
、
比
較
的
多
く
の
前
期
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ず

前方後円墳の成立と発展

れ
も
土
木
工
事
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ
、

し
か
も
発
見
時
が
戦
前
の
も
の
ば
か
り
で
、
そ
の
内
容
は
不
明
な
点
が
多
い
。

六
甲
山
地
南
麓
で
は
、
生
田
川
以
東
の
前
期
古
噴
は
必
ず
し
も
高
所
に
位
置
せ
ず
、
む
し
ろ
集
落
と
隣
接
す
る
よ
う
な
平
野

部
周
辺
に
位
隠
す
る
例
が
多
い
。
そ
し
て
生
白
川
以
凶
の
前
期
古
墳
は
、
丘
陵
や
尾
根
上
の
高
所
に
築
か
れ
て
い
る
例
が
多
い
。

芦
麗
川
以
西
住
吉
川
ま
で
の
地
域
で
、
最
も
古
い
様
相
を
一
が
す
古
墳
は
東
灘
区
間
本
の
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
で
あ
ろ
う
。

阪
急
電
鉄
岡
本
駅
の
南
約

五
0
メ
ー
ト
ル
、
天
上
川
の
東
岸
に
接
す
る
標
高
約
二
五
メ
ー
ト
ル
付
近
に
前
方
都
を
西
北
間

第一長官

へ
向
け
て
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
は
古
く
民
家
の
庭
閣
の

部
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
全
貌
は
不
明
な
点

が
多
い
が
、
全
長
約
六
四
メ
ー
ト
ル
、
後
門
部
復
約

メ
ー
ト
ル
、
二
段
に
築
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
も
墳
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任
南
側
の
輪
郭
を
残
し
て
い
る
。
境
丘
の
斜
面
に
は
葺
石
が
認
め
ら
れ
た
が
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楠
輸
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

川
町
葬
施
設
は
割
石
踏
の
竪
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）

に
銅
鏡
六
回
、

石
釧
二
例
、
勾
玉
二
側
、
管
五
二
ニ
側
、
小
一
女

一
一
二
側
、
薬
玉
一
個
、
十
一
刷
所
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
現
ム
仕
東
京
悶
立

発物
見館
さに
れ所
た蔵
~§l さ
は ;le
、て

裂きし、
鳳·~る
鏡

而
、
斜
縁
音
作
銘
二
伸
二
獣
鈍

岡
、
附

に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
一
一
一
品
内
縁
神
獣
銃
二
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
三
角
縁
神
獣
鈍
の
う
ち
天
・
王
・
日
・
月
銘
府
市
文

文
荷
環
状
乳
神
獣
鏡
一
郎
、
獣
形
鋭

雨
な
ど
中
間
の
悦
代
か
ら
貌
・
普
代

裕
二
神
二
獣
鋭
は
奈
良
県
佐
味
問
宝
級
古
墳
鏡
、
京
都
府
長
法
寺
南
原
古
墳
鈍
（
二
間
）
、
京
都
府
凶
市
塚
鋭
、
大
阪
府
石
切
神

校
蔵
鏡
、
岐
阜
県
長
塚
古
墳
鋭
、
岐
阜
県
内
治
寺
古
墳
鋭
、
愛
知
県
東
之
宮
古
墳
鏡
と
同
じ
鋳
型
ま
た
は
原
裁
で
鋳
造
さ
れ
た

ど
う
は
ん

も
の
（
問
箔
鋭
）
で
あ
り
、
府
車
交
山
市
一
一
一
神
二
獣
鏡
も
加
古
川
市
束
事
塚
か
ら
向
指
鈍
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
前
期
小

葉
に
属
す
る
十
M
境
で
あ
ろ
う
。

東
求
女
塚

官
墳

住
吉
川
以
四
石
段
川
ま
で
の
地
域
で
古
い
様
相
を
示
す
古
墳
は
、
東
灘
民
往
古
口
町
の
東
求
女
啄
古
墳
で
あ
る
。

全
長
八

0
メ
ー
ト
ル
以
上
、
前
方
部
幅
一
一
一
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
役
定
さ
れ
る
関
向
の
前
方
後
円
墳
で
、
前
方
仰
山

正
問
（
間
側
）
に
は
幅
約

0
メ
ー
ト
ル
の
周
一
段
状
の
溝
が
あ
り
、
北
側
に
も
明
ら
か
に
府
濠
状
の
く
ぼ
み
が
認
め
ら
れ
る
。

か
し
、
標
高
約
六
メ
ー
ト
ル
の
純
文
海
進
期
の
汀
線
付
近
に
位
践
し
て
い
る
た
め
、
市
側
に
ま
で
時
泌
が
め
ぐ
っ
て
い
た
か
ど

462 1 ti rJtu'i'f¥ 

し

2H八＞IL



う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し、

前
方
部
に
つ
い
て
は
比
較
的
広
範
間
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
葺
石
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
植
輸
は
一
片
も
発
見
さ
れ
て
い
な

域
葬
施
設
は
、
前
方
部
お
よ
び
後
内
部
に
存
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
明
治
九
年
（

八
七
六
）
ご
ろ
、
前
方
部
か
ら
木
綿
材

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

と
と
も
に
内
行
花
文
鏡
一
聞
、
一
一
一
角
縁
神
獣
続
四
問
、
闘
丈
帯
神
獣
鏡

ま
た
、
明
治
三
十

（
一
九
O
O）
に
は
後
門
部
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
内
行
花
文
続

閥
、
車
輪
石
二
側
、
刀
剣
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
現
在

お
よ
び
獣
形
践
と
般
定
さ
れ
る
鍛
鋭
が
出
土
し
て
お
り
、
前
方
E

部
・
後
門
部
と
も
に
出
土
鋭
の
多
く
が
中
間
製
で
あ
る
ら
し
い
。

お
そ
ら
く
前
期
後
半
に
属
す
る
古
墳
で
あ
ろ
う
。

発
見
さ
れ
た
一
…
一
角
縁
神
獣
鋭
の
う
ち
一
聞
は
、

前方後円嬰の成立と発展第一節
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日
月
・
成
車
文
山
市
開
神
間
獣
鏡
で
京
都
府
寺
戸
大
嫁
古
墳
鋭
と
同
氾
鋭

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
他
の
天
・
王
・
口
付
・
月
・
獣
女
形
…
…
一
神
一
一
一

獣
鈍
は
福
附
県
原
口
古
墳
鏡
、
同
県
紙
関
山
古
墳
焼
、
奈
良
県
桜
井
茶
日
山

古
壌
鏡
、
一
一
一
意
県
桑
名
古
墳
鏡
と
向
箔
鏡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
ο

ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
や
東
求
女
塚
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
と
呼

ば
れ
て
い
る
鋭
は
、
鏡
背
の
文
様
に
神
仙
思
想
に
も
と
づ
く
神
像
や
獣
形
を

配
し
、
周
縁
部
の
断
面
が
鋭
い
互
角
形
を
話
す
る
鏡
で
、
直
径
二
十
数
セ
ン

チ
も
あ
る
大
形
鏡
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
中
国
製
と
推
定
さ
れ
る
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
は
、
こ
れ
ま
で
に
日

自然・考古｝笠ll：縦 i463 



本
酒
内
で
一
一
一

O
O間
近
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
に
は
景
初
一
一
一
年
（
二

一
一
五
）
の
紀
年
を
も
っ
島
根
県
神
原
神
社
古
墳
鏡
や
、
正
始
元
年
（
二
四

O
）
銘
を

も
つ
群
馬
県
柴
崎
古
墳
鏡
、
兵
庫
県
森
尾
古
墳
鏡
、
山
口
県
竹
島
古
墳
鏡
な
ど
が

J',1:1）！.と女~fl;-fflt前ガfl~iE而

合
ま
れ
て
お
り
、
景
初
三
年
に
貌
の
都
・
洛
陽
に
使
者
を
送
っ
て
朝
貢
し
た
邪
馬

台
闘
の
女
王
卑
弥
呼
が
下
賜
さ
れ
た
H

銅
鋭
百
面
d

が
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
本
土
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
一
一
角
縁
神
獣
鋭
は
一
而
も
発
見
さ
れ

て
お
ら
ず
、

し
か
も
文
様
の
構
成
が
中
悶
北
方
の
貌
よ
り
も
む
し
ろ
南
方
の
呉
の

写J"t111 

勢
力
総
間
内
で
操
行
し
た
も
の
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
三
角
縁
仙
川
獄
鋭
の
貌
鈍
説

に
不
什
定
的
な
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
な
か
に
は
、
同
じ
鋳
型
ま
た
は

原

m一
か
ら
製
作
さ
れ
た
と
舵
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
同
箔
鏡
が
多
数
合
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
分
布
を
み
る
と
、

の
ち
に
畿
内
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
地
域
に
分
布
の
中

だ
証
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

呼
自
ら
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
述
な
る
人
物
が
、
各
地
の
一
公
族
に
配
付
し
、
地
方
豪
族
の
権
威
を
保
証
し
、
問
問
関
係
を
結
ん

心
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
西
方
あ
る
い
は
東
方
へ
限
付
さ
れ
た
か
に
み
え
る
。
出
作
弥
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処
女
塚
古
壌

石
屋
川
以
間
部
賀
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
石
屋
川
の
形
成
す
る
扇
状
地
の
末
端
で
、
標
高
約
問
メ
ー
ト
ル
の

縄
文
海
道
則
の
汀
線
付
近
に
位
位
す
る
東
灘
区
御
影
山
啄
町
の
処
女
原
市
境
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
噴

庄
の
形
態
、
出
土
造
物
な
ど
か
ら
み
て
、
円
以
も
十
日
式
の
古
墳
で
あ
る
。

全
長
約
七

0
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
師
約
一
一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
四
メ

i
ト
ル
、
後
方
部
幅
約
一
一
一
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
七

メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
は
一
一
一
設
築
成
、
前
方
部
は
二
段
築
成
で
、
前
方
部
と
後
方
部
の
高
さ
の
差
が
大
き
い
南
向
き
の
前
方
後
方

墳
で
あ
る
。

墳
丘
斜
聞
に

い
て
お
り
、
前
方
部
の
墳
頂
に
も
石
を
数
き
つ
め
て
い
た
ら
し
い
。
捕
輸
列
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
が
査
形
土
慌
が
数
個
体
分
発
見
さ
れ
て
い
る
。
来
四
く
び
れ
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
家
形
土
然
は
一

日
一
縁
で
竹
管
に
よ
る

円
形
文
を
施
し
た
も
の
や
、

日
縁
で
氏
以
に
穿
孔
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
く
び
れ
部
テ
ラ
ス
聞
で
祭
紀
が
行
わ
れ
た
ら

し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
後
方
部
民
上
か
ら
は
鼓
形
器
ム
ロ
片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
出
土
す
る
土
器
の
多
く
が
、

前方後円fl~の成立と発段

本
海
沿
岸
西
部
地
域
で
み
ら
れ
る
も
の
に
近
い
総
形
や
文
様
を
も
っ
て
い
る
。
処
女
塚
古
墳
の
築
造
年
代
は
四
位
紀
中
葉
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
後
方
部
中
央
に
は
長
さ
約

も
つ
か
く

設
は
木
櫛
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
埋
葬
施
設
は
、
主
軸
に
平
行
し
て
南
北
に
設
け
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
く
わ

一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
制
約
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
石
組
遺
構
が
あ
り
、
埋
葬
施

し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
東
側
く
び
れ
部
の
テ
ラ
ス
酷
か
ら
箱
式
石
桔
一
基
が
発
見
さ
れ
、
山
布
石
底
上
か
ら
滑

石
製
勾
玉
一
側
、
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
石
絡
は
段
丘
築
造
時
で
は
な
く
の
ち
に
築
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

第一節

都
賀
川
以
凶
旧
生
関
川
ま
で
の
地
域
で
は
、

間
世
紀
代
に
築
造
さ
れ
た
と
准
定
さ
れ
る
市
墳
は
凶
灘
の
西
求
女

商
求
女
塚

古
墳

級
官
墳
で
あ
る
。

隊長生・考古自主央病弱 I
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阪
神
電
鉄
問
機
駅
の
南
東
約
一
五

0
メ
ー
ト
ル
の
、
純
文
海
進
期
の
汀
線
崖
よ
り
上

獄；a;：鋭（灘夜間求t;_塚市ザ＇！）

位
の
標
高
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
位
ほ
す
る
東
向
の
前
方
後
円
墳
で
、
全
長
約

一
0
メ
ー
ト
ル
、
後
門
部
径
約
七

0
メ
ー
ト
ル
の
大
形
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
犠
輪
や
葺
石
の
有
無
、
則
一
葬
施
設
の
状
況
、
副
非
日
間
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
の
境
丘
の
残
存

状
況
な
確
か
め
る
調
査
で
、
後
内
部
に
は
南
北
に
主
軸
を
も
っ
割
石
積
の
竪
穴
式
石
室

が
築
か
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

後
門
部
頂
上
付
近
か
ら
は
獣
裕
鋭
の
破

'lj:].'G 112 

汁
や
小
形
丸
底
査
、
鼓
形
都
台
、
二
重
日
絃
仮
な
ど
の
土
削
加
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

土
加
の
形
態
な
ど
か
ら
み
て
回
世
紀
後
葉
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
は
な
い
か
と
舵
定
さ

の

一
方
は
現
夜
道
路
に
な
っ
て
い
て
、
周
波
が
め
ぐ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
葺
石
は
存
在
す
る
が
、
防
相

れ
る
ο

な
お
、
古
境
の
周
聞
は
陶
側
が
屋
川
に
あ
た
り
相
当
抵
く
な
っ
て
い
る
が
、
他

輸
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

処
女
塚
古
墳
お
よ
び
凶
求
女
縁
古
演
は
、

い
ず
れ
も
担
葬
施
設
が
未
調
査
で
副
葬
品
が
不
明
で
あ
る
が
、
墳
丘
か
ら
発
見
さ

れ
た
土
保
を
み
る
か
ぎ
り
、
処
女
塚
古
墳
が
四
位
紀
中
葉
、
同
求
女
塚
古
境
が
四
位
紀
後
葉
に
築
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
東

方
の
ヘ
ボ
ソ
塚
古
績
が
四
世
紀
前
半
、
東
求
女
原
古
墳
が
閉
佐
紀
中
・
後
葉
に
築
造
さ
れ
た
と
抗
定
さ
れ
る
の
に
比
し
て
、
や

や
遅
れ
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
間
求
女
原
十
日
境
は
、
初
製
の
一
一
一
角
縁
神
獣
鈍
を
九
円

む
副
葬
品
が
出
現
す
る
段
階
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
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戸ふ%、
ω

、

中
／
斗
イ

こ
の
間
求
女
嫁
古
頃
（
味
泥
の
大
塚
山
あ
る
い
は
求
塚
と
称
す
）
と
処
女
嫁
古
境
（
東
闘
の
処
女
塚
）
お
よ
び
東
求
女
塚
ト
M

填
（
兵
問
の
求
女
塚
あ
る
い
は
東
乙
女
塚
）
は
、
海
岸
線
に
近
い
位
院
に
京
間
に
一
・
六
J
一
キ
ロ
メ

i
ト
ル
の
間
隔
を
お
い
て
，
蛇

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
代
以
来
、
人
々
の
関
心
を
呼
び
、

の
悲
恋
物
語
が
生
ま

ひ
と
り
の
お
と
め
を
恋
す
る
二
人
の

れ
た
。
吋
万
葉
集
お
や

の
ち
に
は
謡
ぬ
の
吋
求
女
塚
ふ
な
ど
に
よ
っ
て
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

＼

n
H
n
J
丘
I

、

イ
ノ
忽
や
ダ
工
『
立
川
』

夢
野
丸
山

古
境

出
生
悶
川
以
西
旧
淡
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
間
町
紀
代
の
古
墳
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
地
域
と
深
く
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
般
定
さ
れ
る
の
は
、
地
形
的
に
は
旧
淡
川
以
滋
に
位
置
す
る
兵

路
灰
一
夢
野
丸
山
古
墳
で
あ
る
。

鳥
原
貯
水
池
の
東
端
近
く
の
市
側
で
、
問
か
ら
東
へ
の
び
た
標
高
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
比
高
六

0
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
正

陵
上
に
位
院
す
る
古
墳
で
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
一
一
一
）
に
偏
平
な
仮
石
川
似
の
竪
穴
式
石
川
ゑ
が
発
見
さ
れ
、
副
葬
品
の
配
列
状
況

な
ど
が
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

前｝j後内墳の成立と発股

墳
丘
は
、
調
査
当
時
、
前
方
後
円
境
の
可
能
性
を
考
え
ら
れ
な
が
ら
も
怪
約

八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
残
さ
れ
た
墳
丘
見
取
り
図
や
昭
和
初
年
ご
ろ
の
地
形
撲
か
ら
准
測
し
て
前
方
加
仰
を
京
へ
向
け
た
前
方
後
円
境
で
あ
る
こ

と
は
、

ほ
ぼ
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

円
丘
部
は
二
段
の
葺
石
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
下
段
の
夜
佳
は
約
一
一

メ
ー
ト
ル
、
中
段
の
政
経
は
約
一
↓
八
メ
ー
ト
ル
、

墳
頂
部
は
筏
約

一一メ

i
ト
ル
と
い
う
抱
一
万
個
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
高
さ
は
上
・
下
段
と
も
に
約
一
一
一
・
六
メ
l
ト

即時

治一日日

ル
で
あ
る
。
墳
丘
の
全
廷
に
つ
い
て
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
復
元
の
根
拠
は
な
い
が
、
昭
和
初
年
の
地
形
関
に
よ
る
と
一

O
O
J

ー
ト
ル
の
等
高
線
、
が
前
方
後
円
状
の
形
状
を
示
し
て
い
て
全
長
五

O
J六
0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
前
方
後
円
犠
で
あ
っ
た
の
で
は
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士
一
川
総
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
い
か
と
抗
定
で
き
る
。
副
葬
品
と
し
て
は
、
主
列
式
神
獣
鏡
を
は
じ
め
錦
織
・
鉄
鉱
・
鉄
刀
・
鉄
剣
・
鉄
鎌
・
欽
斧
・
欽
鉾
・

会
下
山
二

本
松
古
墳

川
淡
川
と
山
苅
泌
川
の
中
川
に
広
が
る
一
平
野
部
を
見
下
ろ
す
佐
山
内
に
あ
る
会
一
卜
山

；ー、：
l
f
L

；、

一
斗
私
性
容
は

標
高
八

O

メ
ー
ト
ル
、
比
高
六

0
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
丘
陵
ょ
に
、
前
方
部
を
南
南
凶
に
向
け
て
築
か
れ
た
前
方
後
円
四

で
あ
る
。

昭
和
二
年
（

九
二
七
）
に
行
わ
れ
た
配
水
池
建
設

さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
の
説
水
池
改
築
工
事
に
伴
う
調

に
伴
う
調
査
で
は
直
夜
約

メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
ろ
う
と
推
定

在
で
、
円
丘
部
の
南
側
に
感
土
に
よ
っ
て
前
方
部
が
付
設
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
二
段
の
葺
一
ふ
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
製
作
さ
れ
た
測
鼠
闘
に
よ
る
と
、
中
間
北
に
の
び
た
丘
陵
上
に
前
方
部
を

や
や
問
に
ふ
っ
た
前
方
後
円
状
の
高
ま
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
形
民
と
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
回
）
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
葺
お
と

を
合
わ
せ
推
測
す
る
と
、
全
長
約
十
丸
瓦
メ
ー
ト
ル
、
後
門
部
徒
約
一
一
一
五
メ
！
ト

ル
、
前
方
部
幅
約
一
一

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
前
方
部
一
山
側
下
段
の
葺
一
れ
の
配
列
を
み
る
と
、
前
方
部
の
先
端
が
外
力

に
ひ
ら
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
な
お
、
前
方
部
東
側
で
梢
愉
ら
し
き
小
片

が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
磨
滅
が
は
げ
し
く
は
っ
き
り
し
な
い
。
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い
た
ら
し
い
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

出
葬
施
設
お
よ
び
副
葬
品
に
つ
い
て
も
、
昭
和

（
一
九
二
七
）
の

時
の
記
録
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
葬
施
設
は
馬
予
な
板
石
を
小
口
踏
み
に
し
た
竪
穴
式
石
室
で
、
長
軸
を

南
北
に
お
き
、
内
法
で
全
長
約
五
・
八
メ
ー
ト
ル
、
北
端
の
輪
約

メ

ー
ト
ル
、
市
山
崎
の
幅
約

0
・
九
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約
一
メ
ー
ト
ル
、

一
一
枚
の
天
井
石
を
架
構
し
て
い
た
。

部
葬
品
は
内
行
花
文
鋭
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
筏
一
五
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
銅
鋭
一
面
、
琴
柱
形
石
製
品

fl~~ 

鉄
刀

~（ 
鎌鉄
や剣
自立E
、刀

子

鉄

斧
（
袋
穂
の
も
の
お
よ
び
板
状
の
も
の
）
、

鉄
鍛
の
ほ
か
、

鉄
錐
な

ど
も
存
し
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
泣
物
は
、

い
ず
れ
も
石
室
の
北
半
部
か
ら

検
出
さ
れ
て
お
り
、

の
幅
も
南
端
に
比
し
て
北
端
の
そ
れ
が
広
い
こ
と

と
考
え
あ
わ
せ
て
、
こ
の
古
墳
の
遺
体
は
頭
部
を
北
に
向
け
て
原
註
さ
れ
て

得
能
山
古
晴
樹

旧
苅
務
川
以
問
妙
法
寺
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
前
期
の
十
日
墳
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
九
一
一
四
）
に
発
見
さ
れ
た
得
能
山

妙
法
守
川
凶
岸
の
板
宿
町
一
一
一
了
目
φ

め
た
り
の
丘
陵
上
で
、
大
正
十

時
川
山第

古
墳
は
、
発
凡
当
時
の
報
告
に
よ
る
と
、
行
墳
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
・
形
状
と
も
に
不
明
で
為
る
。
し

か
し
、
こ
の
古
墳
も
さ
き
に
ふ
れ
た
夢
野
丸
山
古
壊
や
会
下
山
ニ
水
松
合
壊
と
同
様
に
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
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得
能
山
古
墳
は
、
標
高
約
五

0
メ
ー
ト
ル
、
南
側
の
水
問
地
情
と
の

比
向
約
一
一
一
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
門
戸
ι加
山
中
央
に
竪
穴
式

石
川
良
が
主
軌
を
南
北
方
向
に
し
て
築
か
れ
て
い
た
。

石
室
内
部
は
北
端

の
帆
が
約
九
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
南
へ
ゆ
く
ほ
ど
狭
く
な
り
、
全
長

は
一
一
一
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

の
粘
土
床
で
木
怖
の
一
部
も
筏

の
床
凶
は
U

存
し
て
い
た
と
い
う
。

前
後
の
女
性
の
頭
蓋
骨
が
あ
り
、
そ
の
阿
側
に
副
文
裕
神
獣
踏
お
よ
び
内
行
花
文
鏡
各
二
問
、
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

北
壁
か
ら
市
へ
六

0
1九
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
五

O
歳

夢
野
丸
山
、
会
下
山
二
本
松
、
得
能
山
の
各
古
墳
は
い
ず
れ
も
学
術
的
な
調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
に
知
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
地
葬
施
設
は
竪
穴
式
石
室
で
小
刻
踏
を
副
葬
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
一
一
角
縁
神
獣

鋭
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
六
甲
山
地
雨
麓
東
半
の
ヘ
ボ
ソ
以
や
東
求
女
塚
に
比
し
て
、
間
半
の
各
十
日
岐
の
被
葬
者
と
畿

内
政
権
と
の
関
連
性
に
や
や
相
違
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
田
川
流
域

の
前
期
古
墳

六
甲
山
地
雨
麓
一
平
野
商
端
の
須
磨
か
ら
東
部
平
野
の
東
端
明
石
川
流
域
ま
で
の
中
間
池
山
川
に
は
、

店
屋
谷

川
・
福
岡
川
・
山
間
川
な
ど
の
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
河
川
が
南
流
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
域
に
大

小
の
泣
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
特
に
弥
生
・
L
i
M

墳
附
代
に
は
山
間
川
流
域
で
多
く
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

旧
石
慌
時
代
以
米
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
垂
水
区
同
舞
子
の
大
υ脇
山
遺
跡
の
場
合
は
、
明
石
原
人
発
見
地
の
再
発
掘
を
試
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か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

み
た
泰
成
秀
爾
が
、
高
校
生
の
こ
ろ
古
境
時
代
前
期
後
半
の
泣
物
を
採
集
し
て
、
こ
の
地
に
前
期
古
墳
が
存
し
た
こ
と
を
明
ら

大
成
山
は
東
の
昆
沙
門
山
か
ら
西
へ
半
島
状
に
州
一
山
し
た
限
内
約
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
で
、
現
在
は
東
側
を
道
路
に
よ
っ

て
切
断
さ
れ
て
お
り
、

一
見
独
立
丘
陵
状
に
み
え
る
。

前
期
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
地
点
は
、
現
在
の
泉
地
と
遺
跡
あ
と
の
公
開
酬
の
ち
ょ
う
ど
中
間
あ
た
り
で
、
す
で
に
削
ら
れ
て

し
ま
っ
た
標
高
一
三
一
一
・
一

メ
ー
ト
ル
の
山
頂
部
か
ら
や
や
川
県
へ
－
下
っ
た
際
高
二
八
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
墳
丘

そ
の
他
外
表
の
施
設
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

発
見
さ
れ
た
造
物
は
小
形
の
銅
鏡
、
石
釧
と
勾
玉
二
似

j}fjプ了後円竣の成JI：と発筏第一節

5αη 。

一
九
個
・
小
五
四
二
悩
な
ど
の
装
身
具
で
あ
り
、
北
問
か
ら

1元郵II実iHUほl(fil7J<:[5｛・大成1J1111tJD

南
西
に
か
け
て
長
さ
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
約

0
・
五
メ
ー
ト
ル
の
範
関
の
粘
土
問
中
か
ら
出
土
し
て

いマ心。

粘
土
層
の
低
部
は
西
北
側
、
が
お
く
、

東
南
方
向

へ
む
か
つ
て
額
斜
し
て
お
り
、
頭
部
を
悶
北
側
に
向
け

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
般
定
さ
れ
る
。
出
土
造
物
の

う
ち
銅
鈍
は
、
復
一
克
也
限
筏
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

索
文
鏡
で
、
石
釧
は
薄
緑
色
と
白
色
の
瓦
層
が
木
目
状

け
つ
が
ん

に
み
え
る
軟
質
の
凝
灰
質
頁
岩
製
で
比
較
的
古
い
様
相

i立i141 

を
示
し
て
い
る
。
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み
て
、

お
そ
ら
く
四
位
紀
中
小
に
近
い
時
期
の
古
墳
で
あ
ろ
う
。

則
非
施
設
は
、
訓
竹
形
木
村
を
粘
土
で
怒
っ
た
い
わ
ゆ
る
粘
土
榔
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
も
の
で
、
一
ゐ
釧
や
銅
鏡
の
形
式
か
ら

明
石
川
流
域
で
最
も
古
い
古
墳
は
、
六
川
Y
山
地
市
麓
の
一
平
野
部
周
辺
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
畿
内
の
迎
合
政

明
石
川
流
域

の
前
期
方
墳

む
し
ろ
弥
生
墳
丘
慕
に
近
い
方
形
の
墳
慕
が
多
い
。

し
か
も
、

権
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
よ
う
な
、
本
格
的
な
埋
葬
施
設
や
副
葬
品
を
も
っ
た
慨
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
古
墳
が
群
集
し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
も
弥
生
墳

丘
基
と
の
関
述
を
抗
定
さ
せ
る
材
料
と
な
ろ
う
。

天
王
山
第

4
号
壌

明
石
川
流
域
で
最
古
の
古
墳
は
、
支
流
伊
川
流
域
の
天
王
山
第

4
、
第
5
阿
古
境
で
あ
ろ
う
。

u日
和
]j: 

ご
九
八

O
）
に
破
壊
に
先
立
っ
て
調
主
さ
れ
た
天
王
山
第
4

号
境
は
、
標
高
約
七
八
メ
ー
ト
ル
、
南
東
側
に
ひ
ろ
が
る
平
野
部
と
の
比
高
約

五
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
あ
る
、
長
辺
約
一
九
メ
ー
ト
ル
、
綬
辺
約
二
ハ
メ

i
ト
ル
の
長
方
形
の
古
墳
で
あ
る
。
墳
丘
の
高
さ
は
現
高
約
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、

復
元
高
約
三
・
コ
一
メ
ー
ト
ル
で
、
下
方
の
約
一
メ
ー
ト
ル
は
地
山
を
削
っ
て
整

形
し
、
そ
の
上
部
に
践
土
を
施
し
て
い
る
。

墳
頂
平
知
一
部
は
南
北
約
八
メ
ー
ト
ル
、
東
回
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
中
央

に
長
辺
約
七
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
土
坑
を
抑
り
、
ニ
つ
の
割
竹

形
木
械
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
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り
に
歯
が
一
体
分
と
管
玉
五
側
、

写真 115 入禽鏡
(ii:§［笈天王山?ff4号機）

！
j

’h
a
L
ν

、
2
ノ

レ
い
山
戸
間
日
間

h
f
E

4d勺
IFAmg，v
F
一J

東
側
の
l
n
v枯
は
長
さ
約
問
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
端
…
制
約
六

0
セ
ン
チ
メ

｛悶

ガ
ラ
ス
玉
五
倒
の

i会？り
3包fに

鍬
う乙

占

力三

お
iJ、
h 

た
り
に
鉄
斧

点
と
刀
子

側
に
む
け
て
則
非
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

点
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
頭
部
を
南

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
絡
の
中
央
よ
り
や
や
南
寄

北
端
よ
り
南
へ

一メ

i
ト
ル
の
ふ
り

群
が
あ
り
、
南
端
近
く
に
鉄
刀
て
白
川
、

内
側
の
2
号
怖
は
長
さ
約
一
人
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
北
端
一
制
約
五
五
セ
ン
チ
メ

ガ
ラ
ス
玉
一
一
九
慨
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
銅

ー
ト
ル
、
市
端
帆
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
棺
の
中
央
よ
り
や
や
北
谷

j]rj方後丹墳の成虫と発段

て
い
た
。

鋭
一
揺
が
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
北
側
に
検
飽
一
一
点
と
鍬
先

点
が
副
葬
さ
れ

お
そ
ら
く
頭
部
を
北
側
に
む
け
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

錦
鏡
は
向
き
あ
っ
た
一
対
の
鳥
文
が
間
組
鋳
出
さ
れ
た
直
径
約
九
・
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
小
形
八
禽
鏡
で
、
創
の
片
僻
が
磨
耗
し
て
お
り
、
シ
ャ
！
？
ン
が

く
ぴ頚

に
つ
り
下
げ
た
よ
う
な
懸
垂
鋭
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
よ
う
な
大
形
鏡
が
定
器
的
性
格
が
強
い
の
に
対
し
、
こ
の
よ

第一節

場
合
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

う
な
小
形
鏡
は
正
装
し
た
首
長
の
装
身
具
の
一
つ
と
し
て
実
用
的
に
使
わ
れ
た

0 5 cm 

守主熔形土器実測図
（間区天王Ill綴4号墳）

図 142
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一
一
柁
の
埋
葬
順
序
は
、

1
号
持
の
御
形
が
2

の
搬
形
を
切
っ
て
い
る
の
で
、

2
m万
椋
の
ほ
う
が
古
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
境
頂
一
千
担
而
の
東
北
偶
部
に
、
複
合
口
総
の
査
に
鉢
を
か
ぶ
せ
た
土
探
棺
が
哩
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
土
器
儲
か

ら
東
約
二
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
斜
而
に
直
径
約
九

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
坑
が
あ
り
、
そ
の
内
部
に
手
熔
形
土
器
が
お
か
れ
て

、R

m

o

h
U
ふ
れポ

ナ
賠
形
士
山
市
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
へ
か
け
て
の
こ
ろ
に
多
い
特
殊
な
土
保
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
知

ら
れ
て
い
る
例
は
、
来
は
関
東
地
方
か
ら
院
は
北
九
州
ま
で
約
一
一
一
一

O
カ
所
の
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
が
、
古
墳
か
ら
の
出
土

削
刈
み
よ

hr
～£、（
o

f
t
c
j
L
 

そ
の
ほ
か
、
境
丘
の
斜
附
や
制
郎
か
ら
も
複
合
口
縁
の
土
保
片
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
土
器
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る

年
代
は
、

お
そ
ら
く
阿
世
紀
前
半
で
あ
り
、
こ
の
古
墳
の
築
造
年
代
を
示
し
て
い
る
。

天
王
山
第

5
号
墳

伊
川
の
流
域
で
は
、
天
王
山
第
4
nヴ
境
の
府
間
約

0
メ
ー
ト
ル
の
天
王
山
山
頂
に
も
、
来
四
約
一
一

O
メ
i

ト
ル
、
南
北
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
が
あ
り
、

四
世
紀
代
に
、
天
王
山
第
4
号
墳
と

よ
く
似
た
内
務
を
も
っ
古
墳
が
い
く
つ
か
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

天
王
山
山
頂
に
十
日
墳
が
存
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
古
墳
が
先
に
ふ
れ
た
天
王
山
第
4
号
墳
や
、
谷
を

ひ
さ
ご
づ
か

へ
だ
て
た
凶
側
の
丘
陵
上
の
瓢
塚
古
墳
よ
り
も
眺
望
の
す
ぐ
れ
た
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
付
近
で
は
最
古
の
墳
丘
慕
が
存

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
全
く
古
墳
の
年
代
を
示
す
よ
う
な
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
な
っ
て
、
こ
の
古
墳
は
破
壊
を
目
的
と
し
た
心
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
乱
掘
さ
れ
、

遺
構
・
遺
物
と
も
に
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
墳
丘
中
央
に
東
聞
に
長
い
木
版
が
一
ニ
館
放
列
し
、
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西
神
ニ
ュ

l
タ
ウ

ン
内
の
前
殿
方
墳

そ
の
東
側
に
、
南
北
に
長
く
大
形
の
組
合
せ
式
石
憎
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
不
幸
中
の
幸
で
あ
っ
た
。

絡式石j{(j奨式区I(ill可iま天王山 5王子tJt)

ん
で
い
る
怖
の
う
ち
中
央
の
棺
は
長
さ
約
五
・
二
メ
ー
ト
ル
、
総
約
六

0
セ
ン
チ
メ
l

ト
ル
の
割
竹
形
木
陪
で
、

鉄
剣
一
点
と
土
師
熔
片
が
出
土
し
て
い
る
。

南
側
の
棺
は
、
長
さ
約
四

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
判
的
竹
形
木
棺
で
、

造
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

北
側
の
結
も
長
さ
約
問
・
一

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
訓
竹
形
の
木
精
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
箱
形
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

東
川
間
の
棺
は
、
嘉
雄
内
に
浅
さ
れ
て
い
た
痕
跡
か
ら
凝
灰
質
砂
岩
製
の
、
内
法
が
長
さ
約
二
・

溺 143

メ
ー
ト
ル
、
帆
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
組
合
せ
式
石
松
で
、
械
の
内
部
全
体
と
械
内
に
お

か
れ
た
お
枕
に
は
赤
色
顔
料
が
徐
ね
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
古
墳
に
つ
い
て
は
破
壊
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
た
め
築
造
年
代
を
准
定
す
る
資
料
に
乏
し
い

が
、
天
王
山
第
4
号
墳
に
続
く
時
期
に
築
造
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
王
山
第
4
、
第
5
号
墳
と
同
じ
よ
う
な
方
墳
は
、
明
石
川
中
流
の
平
野
町
繁
田
や
堅
臼
に
も
い
く
つ

か
認
め
ら
れ
る
。

第一節

凶
神
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
の
建
設
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ
た
聞
神
第
判
・
刊
号
遺
跡
の
河
墳
も
、

丘
陵
上
に
築
か
れ
た
方
墳
で
、
埋

葬
施
設
は
割
竹
形
木
純
で
あ
り
、
鉄
剣
を
副
葬
し
、
第
併
号
遺
跡
墳
で
は
複
合
口
縁
の
査
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
回
世
紀
中
葉
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の
境
拡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
思

m
l号
墳
は
、
標
高
約
七
六
メ
ー
ト
ル
、
付
近
の
水
間
と
の
比
高
約
五

0
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
位
置
し
、
東
西

ヨ一

q
pハ
！
ト
レ
、
持
ヒ
h
y

qm
一

日

ド

ノ

ノ

日

t
J
J叶
よ

vm

八
メ
ー
ト
ル
、
山
さ
約

四
メ
ー
ト
ル
（
戯
土
は
約
一
メ
ー
ト
ル
）
の
方
墳
で
、
墳
丘
の
長
軸
に

平
行
し
て
立
つ
の
則
非
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

墳
丘
の
最
も
北
関
側
に
設
け
ら
れ
た
第
2
号
村
は
全
長
約
問
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
割
竹
形
木
柑

で
、
椋
の
中
央
よ
り
や
や
東
北
側
に
径
約
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
形
鏡
（
鋭
式
不
明
）
が
お
か
れ
、
中
央
よ
り
西
北
側
に

鉄
剣
、
槍
飽
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

中
央
の
第
1
号
館
は
…
ぃ
択
さ
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
制
約
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
割
竹
形
木
祐
で
、
結
の
東
北
寄
り
に
鉄
剣

が
お
か
れ
て
い
た
。

四
葬
施
設
と
し
て
は
、
さ
ら
に
東
北
端
に
、
長
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六
玉
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
絡
形
の
木
桁
が
埋

納
さ
れ
て
お
り
、
第
l
、
第
2
M
V
踏
の
周
聞
に
は
際
を
充
満
し
た
暗
渠
の
排
水
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

明
石
川
流
域
最
官

の
前
方
後
河
境

明
石
川
流
域
で
は
、
こ
う
し
た

山
第
4
号
墳
類
似
の
竪
穴
式
石
室
を
欠
い
た
古
壊
は
、
前
期
後
葉

か
ら
中
期
は
じ
め
へ
か
け
て
も
存
続
す
る
が
、
前
期
後
葉
に
、
長
大
な
竪
穴
式
石
窓
を
組
葬
施
設
と
す

る
と
推
定
さ
れ
る
前
方
後
円
噴
が
出
現
す
る
。

天
王
山
の
間
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
、
標
高
約
六

0
メ
ー
ト
ル
の
丘
設
上
に
前
方
部
を
間
に
向
け
て
位
置
す
る
瓢
塚
古
墳

（
薬
師
山
古
境
あ
る
い
は
安
塚
古
墳
と
も
い
う
）
は
、
全
長
約
五
七
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
約
二
ハ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
一
・
五
メ
！

ト
ル
、
後
門
部
径
約

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
後
門
部
裾
部
よ
り
も
前
方
部
先
端
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Orn…ー

裾
部
の
ほ
う
が
低
い
の
で
、
前
方
部
と
後
円
部
の
墳
頂
郊
の
高
低
差
は
大

き
く
約
一
一
・
五
メ

i
ト
ル
を
測
り
、
前
方
部
填
頂
は
刺
く
長
い
。
墳
丘
斜

お
り
、
前
方
部
は

国
を
飾
る
甘
耳
石
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
段
に
植
輪
列
が
め
ぐ
っ
て

一
段
、
後
円
部
は
一
一
一
段
築
成
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

墳
丘
の
周
辺
部
に
多
く
の
円
筒
埴
輸
を
棺
に
利
用
し
た
い
わ
ゆ
る
円
筒

結
が
存
従
す
る
こ
と
は
渡
良
信

夫
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る

ヵ：

1
1
日
三
」
二
下
へ
一

L
X

将
軍
」
ノ
ゴ
…
f
f
一
ブ
ノ

七
）
の
調
査
で
も
く
び
れ
部
北

側
や
後
門
部
南
側
で
合
口
の
門

筒
絡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

く
び
れ
部
北
側
で
発
見
さ
れ

外
反
す
る
も
の
と
、
あ
ま
り
ひ
ら
か
な
い
も
の
と
の
日
縁
部
を
合
わ
せ
た
二
本
の
円

た
円
筒
棺
は
、

口
縁
部
が
や
や

筒
植
輸
を
連
結
さ
せ
た
俗
で
あ
り
、
両
端
を
板
状
の
割
石
で
ふ
さ
い
で
い
た
。
こ
の

第一節

棺
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
、
通
常
竪
穴
式
石
室
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
も

の
で
あ
り
、
米
調
査
の
後
内
部
頂
上
に
築
か
れ
て
い
る
は
ず
の
埋
葬
施
設
が
竪
穴
式

自然・考立l｝俊民：繍 1
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石
室
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

瓢
塚
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
円
前
植
輪
は
、
長
径
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
任
約
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の

円
筒
植
輸
を
含
む
ハ
取
ト
什
形
式
に
出
す
る
も
の
で
、
こ
の
古
墳
の
築
造
年
代
が
前
期
後
葉
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

瓢
塚
古
墳
の
副
葬
品
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
墳
丘
の
形
態
や
埴
輸
の
存
在
か
ら
み
て
、
明
石
川
流
域
の

長
層
が
、
こ
の
時
期
に
設
内
の
政
治
的
勢
力
の
も
と
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

直
良
信
夫
の
報
告
に
よ
る
と
、
瓢
塚
古
墳
の
凶
側
に
も
、

よ
り
規
模
の
大
き
な
東
向
の
前
方
後
円
墳
が
存
夜
し
、
こ
の
方
が

犬
塚
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
瓢
塚
古
附
恨
の
方
は
別
名
妻
嫁
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
犬
塚
古
壊
に
つ
い
て
は
そ
の
築

造
年
代
を
一
不
す
資
料
に
欠
け
て
い
る
。

武
庫
川
中
流
域

の
前
期
古
壌

武
庫
川
中
流
域
の
北
限
東
半
部
や
一
一
一
凹
市
域
で
は
、
前
期
の
前
方
後
円
墳
、
竪
穴
式
石
室
、
中
間
鏡
の
大

長
埋
納
な
ど
は
認
め
ら
れ
ず
、
畿
内
中
枢
と
の
直
接
的
関
連
の
泌
さ
を
思
わ
せ
る
。

長
尾
川
流
域
の
定
塚
古
境
鮮
は
五
基
の
墳
丘
が
尾
根
上
に
政
ん
で
お
り
、
調
査
さ
れ
た
第
1

・
第
2
号
墳
は
、

い
ず
れ
も
問

葬
施
設
が
箱
形
の
木
村
で
、
出
土
し
た
土
保
か
ら
み
て
、
弥
生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
は
じ
め
に
か
け
て
の
墳
墓
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、

北
神
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
内
第
9
号
地
点
の
第
1
号
墳
は
東
西
約
一
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
、
東
山
間
方
向
に
長
さ
約
一
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
七

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
割
竹
形
木
枯
が
期
納

さ
れ
て
お
り
、
副
葬
品
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
噴
丘
の
南
斜
凶
か
ら
土
師
慌
が
出
土
し
て
い
て
、

四
世
紀
末
か
ら
五

役
紀
へ
か
け
て
の
古
墳
で
φ

め
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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一
一
一
回
市
域
で
は
、
昭
和
間
十
九
年
（
一
九
七
矧
）
に
調
査
さ
れ
た
三
田
市
長
志
の
標
高
約
一
七
二
メ
ー
ト
ル
、
水
田
而
と
の
比

築
か
れ
た
直
径
一
一
一
J

高
約
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
先
端
に
位
設
す
る
奈
良
山
l
号
填
が
最
も
古
い
古
墳
で
あ
る
。
墳
丘
は
破
壊
が
著
し
い
が
こ
段
に

一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
上
・
下
一
一
段
の
列
石
が
め
ぐ
っ
て
お
り
、
残
存
す
る
墳
丘
は
一
メ
ー
ト
ル

埋
葬
施
設
は

あ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
が
、
本
来
は
約
二
メ
！
ト
ル
の
壊
丘
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
基
あ
り
、
墳
丘
中
央
の
第
1
埋
葬
施
設
は
東
西
に
長
い
土
臓
の
な
か
に
こ
ぶ
し
大
か
ら
人
頭
大
の
河
原
石
を

敷
き
、
そ
の
上
に
木
祐
を
安
置
し
た
も
の
ら
し
い
。
木
給
の
形
態
は
割
竹
形
木
棺
あ
る
い
は
箱
形
木
俗
で
あ
る
が
、
後
者
の
可

前方後円療の成立と発展第一節

じ
じ
L
t砕
い
司

L
3

号、。

ム日
£
t
泊
三
ト
ド
し

二！と符1第9号巡跡第 1号:tl'tCti仰！）と第2号ti't

境
丘
の
東
半
は
北
摂
一
一
ュ
i
タ
ウ
ン
の
建
設
に
伴
っ
て
破
壊
さ
れ
て

お
り
、
則
一
葬
施
設
の
東
半
も
火
失
し
て
い
る
が
、
土
墳
の
長
さ
約
一
一
一
メ

i
ト
ル
、
幅
約
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
際
床
の
長
さ
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、

約

ハ
メ
ー
ト
ル
が
残
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
四
メ
ー
ト
ル
近
い

木
棺
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
副
葬
品
は
鉄
徹
二
本
と
土
削

か
ん

器
の
小
形
地
で
、
埋
葬
施
設
の
上
部
に
院
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

複
合
口
縁
の
輩
形
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
第
l
埋
葬
筋
設
の
北
凶
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
も
河
原

写真 117

石
積
の
竪
穴
式
石
室
状
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
副
葬
品
は
な
い
。

こ
の
古
墳
の
築
造
年
代
は
、
出
土
し
た
土
郎
総
片
か
ら
推
定
し
て
前
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期
前
半
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

2 

日
大
古
墳
の
時
代

医
大
古
墳

の
出
現

四
位
紀
の
中
葉
以
降
五
位
紀
に
か
け
て
、
各
地
の
前
方
後
円
墳
の
規
模
は
、
最
大
限
に
医
大
化
す
る
。

大
和
盆
地
で
は
、

側
役
紀
前
葉
に
築
造
さ
れ
た
箸
墓
古
墳
（
桜
井
市
、
全
長
約
二
七
八
メ
ー
ト
ル
）
、
山
中
葉
の
四
股

塚
十
日
成
（
全
長
約
二

九
メ
i
ト
ル
）
、
後
葉
の
伝
M
M
行
一
犬
山
広
陵
古
墳
（
天
刑
崎
市
渋
山
向
山
、
九
点
目
火
約
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
）
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、

い
ち
門
十
く
古
墳
が
巨
大
化
す
る
が
、
河
内
平
野
で
は
、

四
世
紀
後
葉
に
古
市
古
墳
群
の
津
堂
城
山
古
殿
（
藤
井
寺
市
、

全
長
約
一
一

O
八
メ
ー
ト
ル
）
、
百
J

十
日
向
日
古
墳
群
の
乳
の
附
じ
よ
M
墳
（
堺
市
、
全
長
約
一
五
五
メ
ー
ト
ル
）
が
出
現
し
、
以
後
五
位
紀
中
葉
ま

で
に
古
市
古
墳
幹
の
伝
応
神
天
皇
陵
古
墳
（
羽
曳
野
市
、
全
長
約
四
一
五
メ
i
ト
ル
）
、
百
ア
佐
川
市
墳
群
の
伝
仁
徳
天
弘
陵
古
墳
（
堺

市
、
全
長
約
四
八
六
メ
ー
ト
ル
）
の
よ
う
に
、
日
本
で
最
も
巨
大
な
古
墳
が
相
次
い
で
出
現
す
る
。

こ
う
し
た
臣
大
古
墳
を
築
造
し
う
る
経
済
力
と
土
木
技
術
を
、
畿
内
の
大
王
ば
か
り
で
な
く
、
部
日
本
各
地
の
首
長
隠
が
持

ち
え
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。

ム
ハ
閉
山
地
南
麓
の

大
形
前
方
後
円
墳

神
戸
市
域
に
お
い
て
は
、
六
甲
山
地
南
麓
の
出
生
田
川
以
来
の
灘
区
間
求
女
塚
古
墳
（
全
長
約
二

O
メ

i
ト
ル
）
が
い
ち
早
く
大
形
化
し
、

旧
生
問
川
以
西
で
は
旧
苅
藻
川
河
口
氏
川
げ
の
長
国
広
念
仏
山
古
墳

（
全
長
約
一
九
0
メ
ー
ト
ル
）
、

福
間
川
と
山
田
川
の
中
聞
に
位
置
す
る
垂
水
区
五
色
嫁
古
域
（
全
長
約
一
九
四
メ
ー
ト
ル
）
、
明
石
川

流
域
の
問
区
王
塚
古
墳
（
全
長
約
七
0
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
方
後
円
噴
は
、
当
時
の
一
吋
初
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地
に
近
い
台
地
上
や
砂
准
上
、
あ
る
い
は
縄
文
海
道
期
の
汀
線
援
の
上
部
に
築
か
れ
て
い
る
。

明
治
の
初
年
以
来
、
急
速
に
市
街
化
が
進
行
し
た
東
灘
か
ら
須
磨
に
い
た
る
地
域
で
は
、
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た

古
境
も
少
な
く
な
い
が
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五

）
七
月
の
『
神
戸
史
談
』
復
興
第
四
号
（
通
巻
一
一

O
二
号
）
に
つ
山
神
戸
市

の
十
日
壊
所
在
地
覚
書
L

と
題
し
て
、
楠
原
会
下
山
人
の
覚
書
、
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
の

『
摂
津
名

所
関
会
』
あ
る
い
は
明
治
時
代
の

な
ど
の
地
誌
や
絵
図
、
さ
ら
に
明
治
卜
八
年
（
一
八
八
五
）
以
降
の
二
万
分
の

一
の
地
形
際
を
は
じ
め
と
す
る
参
謀
本
部
に
よ
る
近
代
的
な
測
量
図
な
ど
に
よ
っ
て
、
前
期
・
中
期
の
大
形
古
墳
の
い
く
つ
か

が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

出
生
関
川
以
来
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
東
の
芦
民
川
か
ら
住
吉
川
に
い
た
る
地
域
で
は
、
大
形
の
前
方
後
円
頃
は
未
発
見

で
あ
る
。

石
屋
川
以
商
都
賀
川
に
い
た
る
地
域
で
は
、

か
つ
て
処
女
塚
古
墳
以
外
に
も
付
近
に
い
く
つ
か
の
古
演
が
存
犯
し
た
可
能
性

前方後円墳のJi'X.ll.と発後

が
あ
る
。
処
女
塚
古
墳
の
東
約
五

0
メ
ー
ト
ル
の
八
幡
神
社
社
股
の
周
聞
は
、
付
近
の
地
表
よ
り
約
一
メ
ー
ト
ル
向
く
、
処
女

塚
古
噴
と
同
じ
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
問

ω

摂
津
名
所
調
会
』
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
問
問
凶
会
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
京

側
に
も
同
様
の
高
ま
り
が
み
え
、
そ
の
上
に
人
家
が
み
え
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
大
形
古
噴
で
あ
る
可
能
性
を
も
っ
高
ま
り
が
、
阪
神
電
鉄
新
在
家
釈
の
凶
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
地
に
は
稲
荷
大
切
神
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
南
北
約
一
一
一
六
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
南
半
部

第一節

は
高
さ
約
二
・
．
九
メ
ー
ト
ル
、
北
半
は
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
で
、
北
半
の
や
央
部
が
さ
ら
に
約
一
メ
ー
ト
ル
向
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
部
分
に
社
殿
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
形
は
お
た
か
も
前
方
後
方
墳
の
周
簡
を
整
形
し

で
阿
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
昭

1§1然・考1主i絞l!：紛 i481 



和
初
年
の
一
万
分
の
一
の
地
形
凶
に
よ
る
と
、
こ
の

地
点
は
す
で
に
現
在
と
変
ら
な
い
形
を
し
て
お
り
、

さ
ら
に
間
約
…

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
東
西
に
長

い
感
土
状
の
高
ま
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
地

点
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
古
墳
で
あ
る
こ
と
を
実

託
す
る
泣
物
が
発
見
さ
れ
た
記
録
は
な
い
が
、
お
そ

ら
く
古
墳
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

」
の
地
域
で
は
、
も
う
一
カ
一
所
、
阪
急
電
鉄
六
叩

駅
の
南
、

八
幡
神
社
の
間
側
に
も
前
方
後
円
墳
が
存

在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
く
わ
し
い
記
録
を
欠

、f
L

、ヲ
h
u
o

luv
》

l
v
vノ
J

’

（六Ejlil l:t也陶統）

以
上
の
よ
う
な
記
録
に
み
え
る
前
方
後
円
墳
は
、

の
ち
に
述
べ
る
脇
浜
天
王
塚
古
墳
や
念
仏
山
古
墳
と
、

問
時
期
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
小
形
化
す
る
持
期

｜玄｜

の
古
墳
と
推
定
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

布

脇
浜
天
王

塚
首
墳

都
賀
川
以
西
出
生
田
川
に
い
た
る
地

;;,. 
ノJ

域
で
は
、
脇
浜
の
天
王
崎
市
崎
お
よ
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関 145 前中期古墳

女でと「政にはず い A j家 に ど 津 び
j家、い天八樹じ乙明るカ古悲はめ名乙
とこう王年水め女治わ所墳恋そて所女
l乎の記 J家（かま i家かけ乙に物のい ~I J家
ば脇載、 繁でのらで女つ話正る会 r!T
れ浜が畔充つ盛記大あ塚いな鮒i iま、損
るのあ塚六て土載正る古て生なか『が
よ古り、）いのがへ。墳はん位、神 1!1
う墳、和刊た あか とすだ i買切戸く
にの乙理のと官I~ りけ 呼で処が治覧か
な一女；塚 いが、て ばに女記・古ら
つ基塚、 J真『 わ残大の れ述 i議録大お知
た がの共津れ つ正 ネrt1 るベ古さ正なら
のい名に名てて米 p ti－ た 境れ JW ど れ
かつが脇 r!JT・ いお年市 墳がとてのにて
はごみ浜区lるりか余 が、来い干qi そ お
定ろえに会。、ら ~I 存実際l る戸のり
かかなあ』たそ昭に 在は向。市姿
でらいりにだの京l は しも求 全を
は乙の L は 11.£ i二の必 てう女 閣と
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な
い
。
現
夜
、

乙
女
塚
合
墳
の
位
院
を
示
す
碑
は
、
脇
浜
三
丁
目
の

二
号
と
J
R
臨
海
線
の
交
恭
一
目
す
る
と
こ
ろ
の
東
南
角
に
建
っ
て
い
る
が
、

脇浜天王塚古都、王子百jjf&!::Ji心次！

も
と
の
位
授
は
現
在
地
の
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
南
側
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
古
墳
に
つ
い
て
前
方
後
円
頃
の
可
能
性
を
説
い
た
二
人
の
先
学
が

あ
る
。

ひ
と
り
は
「
兎
原
・
処
女
塚
」
（
『
兵
庫
向
指
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
湖
水
日

報
告
』
第
四
総
・
昭
和
二
年
）
の
著
者
渡
部
多
仲
で
、
脇
浜
一
一
一
丁
目
二
O
m
m
一

番
地
の
「
南
方
ニ
空
地
ヲ
存
シ
テ
梢
一
千
地
ヨ
リ
古
川
キ
モ
ノ
ア
ル
ヨ
ワ
見
レ

間 146

バ
、
或
ヒ
ハ
モ
ト
前
方
後
円
峨
ナ
リ
ノ
シ
ャ
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
記
し
、

南
向
の
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
コ
同
サ

二
メ
ー
ト
ル
半
許
リ
、
上
部
ハ
削
除
セ
ラ
レ
、

コ
コ
ニ
老
松
一
樹
枯
レ
ナ

シ
キ
モ
ノ
、
多
数
倣
配
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
テ
コ
レ
ヲ
知
ル
ヘ
シ
L

と
記
さ
れ
て
お
り
、
葺
石
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
か
知
ら
れ
る
。

ガ
ラ
ニ
立
テ
ル
ハ
ぃ
加
マ
シ
、

ソ
ノ
古
墳
タ
ル
コ
ト
ニ
於
テ
ハ
、
葺
石
ト
党

こ
の
乙
女
塚
古
墳
を
、
東
向
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
復
元
し
た
の
は
落
合
京
信
「
脇
浜
の
乙
女
塚
L

（
『
燦
も
れ
た
神
戸
の
脱
出
史
』

mm和
去
十
二
年
）
で
あ
る
。
落
合
一
政
一
信
に
よ
る
と
、
全
長
六

0
メ
ー
ト
ル
を
縫
え
る
前
方
後
円
墳
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

ζ
二
、
ナ
一

C
、
工
、
。

ド
ト
’
’
’
こ
ヵ
、
で

v
L
・7

L

復
元
案
に
よ
れ
ば
、
先
の
「
南
方
ニ
沼
地
ヲ
存
シ
テ
秘
一
千
地
ヨ
リ
高
キ
モ
ノ
」
が
存
釈
す
る
と
い
う
渡
部
多
仲
の
記
述
が
十
分

こ
こ
で
は
、
そ
の
代
宗
と
し
て
、

乙
女
塚
は
さ
ら
に
南
側
へ
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
記
録
を
重
視
し
、

か
Jコ
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て
吋
摂
津
志
七
、
が
天
王
塚
の
名
を
記
し
な
が
ら
乙
女
ほ
の
名
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
伺
一
の
古
墳
と
み
な
し
、
前

方
加
仰
を
西
北
間
に
向
け
た
帆
立
貝
式
の
古
墳
と
し
て
復
元
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
案
も
落
合
重
信
が
援
一
万
に
当
た
っ

て
使
用
し
た
も
の
と
同
じ
吋
神
戸
市
葺
合
区
神
一
円
以
淡
京
区
地
籍
閣
し
明
治
間
十
一
一
一
年
刊
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
全
日
以
は
一

一一

0
メ
ー
ト
ル
限
度
と
抗
定
で
き
る
。

い
ず
れ
の
案
を
保
川
す
る
か
は
識
殺
の
判
断
に
ま
つ
ほ
か
な
い
が
、
阿
案
と
も
に
前
方

後
円
墳
が

革
関
上
で
発
侃
で
き
た
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

念
仏
山
首
壌

羽
生
田
川
以
西
で
は
長
問
区
浜
添
通
六

γ
日
か
ら
苅
部
通
七

γ
日
あ
た
り
に
存
在
し
た
念
仏
山
古
墳
が
、
古

く
か
ら
五
色
塚
古
墳
と
同
じ
よ
う
な
鰭
付
円
絡
機
輸
の
出
土
す
る
合
壌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
耐
火

態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
も
、
ふ
れ
尻
池
と
い
う
地
名
以
外
に
は
確
実
な
情
報
が
な
か
っ
た
が
、

昭
和
五
十

（
一
九
七
八
）
に
な
っ
て
浜
添
通
六
了
自
の
東
端
に
、
念
仏
山
地
般
的
可
が
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の

場
所
が
念
仏
山
十
日
撲
の
一
郎
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
明
治
一
一
一
十
九
年
（
一
九

0
5
の
陸
地
測
設
郊
の
ニ
万
五

0
0

前方後円墳の成立と発展

O
分
の
一
の
地
形
閣
に
よ
る
と
、
こ
の
地
に
凶
北
問
か
ら
東
南
米
に
か
け
て
瓢
形
の
等
高
線
、
が
拙
か
れ
て
お
り
、
そ
の

約
二
ハ

0
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
ま
た
、
明
治
四
十
年
（
一
九
O
七
）
ご
ろ
の
地
籍
図
に
よ
れ
ば
、
同
地
は
、
西
尻
池
字
東
浜
山
か

ら
ん
予
南
部
に
ま
た
が
る
地
域
で
、
東
西
の
全
長
約

九
0
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
山
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
関
を
参
考
に
し
な
が
ら
念
仏
山
古
墳
の
形
状
を
復
元
す
る
と
、
全
長

九
四
メ
ー
ト
ル
の
五
色
塚
合
墳
と
ほ
ぼ
悶

じ
規
淡
の
、
前
方
部
を
西
北
間
に
向
け
た
前
方
後
円
域
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ

第一節

た
円
符
楠
輸
は
、
現
在
兵
庫
県
立
膝
史
博
物
館
に
栴
際
会
下
山
人
出
版
資
料
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
直
径

約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
五
色
塚
十
μ
域
発
見
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
河
時
期
の
鰭
付
門
誌
埴
輪
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

iヨ然・考i11絞史給jI 
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そ
の
ほ
か
、
こ
の
古
墳
に
関
す
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
大

正
五
年
（
一
九
二
ハ
）
ご
ろ
ま
で
、
間
苅
藻
川
の
東
洋
に
、
高
さ
五
メ

ー
ト
ル
あ
ま
り
の
う
っ
そ
う
と
し
た
小
山
が
残
存
し
て
い
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
明
治
十
八
年
（

八
八
五
）
に
測
鼓
さ
れ
た
わ
が
悶
最
古

の
近
代
的
な
二
万
分
の
一
の
地
形
闘
に
よ
れ
ば
、
間
側
か
ら
南
側
に

か
け
て
、

か
つ
て
の
真
野
の
入
江
の
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
一
部
は
酪

泌
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
砂
堆
上
に
立
地

し
た
前
方
後
円
墳
と
は
い
え
、
問
誌
を
そ
な
え
た
前
方
後
円
墳
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
旧
生
田
川
以
西
須
磨
ま
で
の
地
減
で
最
大
か

つ
唯
一
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

旧
生
旧
川
以
西
須
磨
ま
で
の
地
域
で
は
、
念
仏
山
古
墳
以
外
に
は

大
形
前
方
後
円
墳
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
古
境
時
代

ル
！
ゾ
に
わ
か
れ
て
い
た
地
域
集
団
が
、

回
世
紀
末
ま
た
は
五
位
紀
は
じ
め
に
念
仏
山
古
撲
の
被
葬
者
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、

よ
り
大
き
な
政
治
的
社
会
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、

お
そ
ら
く
は
芦
鼠
川
あ
た
り
ま
で
の
、
六
甲
山
地
市
麓
全
体
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
の
が

よ
り
東
方
の
、

念
仏
山
古
墳
の
被
葬
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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そ
し
て
、
脇
浜
天
王
山
啄
古
墳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
築
造
年
代
を
決
定
し
う
る
資
料
を
欠
い
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
念

仏
山
古
墳
の
被
葬
者
に
続
い
て
、

五
世
紀
中
葉
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
、
こ
の
地
を
支
配
し
た
首
長
の
境
主
で
あ
っ
た
と
も
推

定
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

黍
水
丘
陵
の

五
色
塚
古
墳

須
磨
以
西
は
い
う
に
お
よ
ば
す
、
兵
庫
県
下
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
は
、
垂
水
丘
陵
先
端
部
の
、
明
石
海
峡

を
見
お
ろ
す
位
置
に
築
か
れ
た
五
色
塚
古
墳
で
あ
る
。

五
色
縁
台
墳
の
墳
頂
か
ら
は
当
時
の
可
耕
地
は
全
く
望
め
ず
、
他
の
巨
大
前
方
後
円
壌
と
の
著
し
い
ち
が
い
を
み
せ
て
お
り
、

被
葬
者
の
ふ
仕
地
に
お
け
る
性
格
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。

五
色
塚
古
壊
は
、
垂
水
区
五
名
山
四
了
目
の
北
か
ら
市
へ
の
び
る
標
高
約
ニ
一
一
J
一
九
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
を
成
形
・
感
土
し

て
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
の
全
長
約

九
四
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
蝦
（
推
定
）
八

メ
ー
ト
ル
、
後
内
部
直
径
約

五
メ
ー
ト
ル
の
墳
任
に
、
師
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
胤
ぃ
泌
を
め
ぐ
ら
せ
た
巨
大
古
墳
で
あ
る
。

前方後円墳の成立と発段

成
丘
先
端
か
ら
現
海
岸
線
ま
で
は
約
九

0
メ
ー
ト
ル
、
法
成
と
の
比
高
約
一
五
メ
！
ト
ル
で
、
そ
の
間
を
現
在
山
陽
電
鉄
・

J
R
西
日
本
お
よ
び
悶
道
二
号
が
通
っ
て
い
る
。

五
色
嫁
古
墳
の
墳
丘
は
一
一
一
段
に
築
か
れ
て
い
る
が
、

段
目
は
丘
陵
を
前
方
後
円
形
に
削
り
出
し
、
関
川
聞
の
濠
も
整
え
た
と

推
定
さ
れ
る
が
、
作
業
用
の
通
路
は
掘
り
残
し
て
い
た
の
か
、
掘
削
後
再
度
成
川
土
ま
た
は
架
橋
が
な
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
な
お
、
作
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
付
近

併
の
雑
草
や
裕
木
を
除
去
す
る
た
め
、
丘
陵
全
体
を
焼
い
た
ら
し

第一節

く
、
山
地
表
聞
に
は
木
炭
鼠
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

ち
ゃ
ま

中
段
お
よ
び
上
段
は
燦
土
を
施
し
て
い
る
が
、
中
段
の
下
半
は
一
部
地
山
を
利
用
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
感
土
に
利
用
さ

関然・ゴラ＇＂歴史編 1487 
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れ
た
土
砂
は
、
お
そ
ら
く
周
擦
の
掘
削
に
よ
る
土
砂
が
る
／
く
川
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
付
近
の
地
層
は
垂
水
際
穏
と

呼
ば
れ
、
粘
土
と
砂
礁
が
五
閣
を
な
し
て
堆
積
し
て
い
る
の
で
、
掘
削
さ
れ
た
土
砂
は
、

一
カ
所
に
集
め
ら
れ
て
適
当
な
配
分

で
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
の
ち
俗
土
に
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。

一
一
一
段
に
築
か
れ
た
墳
丘
の
斜
面
に
は
す
べ
て
内
礁
が
苦
か
れ
て
い
た
が
、
下
段
の
葺
石
に
は
径
五
J
一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
大
形
の
擦
な
用
い
て
い
た
。

程
度
の
や
や
小
形
の
礁
を
用
い
、
よ
・
中
段
に
は
径
一
一
九
J

jJfJ方後丹墳の成立と発炭第一節

上
・
中
段
の
葺
引
の
産
地
に
つ
い
て
は
付
近
に
そ
の
母
岩
は
分
布
せ
ず
、

数 j~官官1J の五色塚古墳

お
そ
ら
く
淡
路
島
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

じ
ん
く
う

J
n
本
吉
紀
b

神
功
摂
政
元
年
春
二
月
の
条
に
つ
揺
隣
に
諮
り
て
山
陵

わ
た

を
赤
石
に
興
つ
。
仰
り
て
船
を
編
み
て
淡
路
嶋
に
組
し
て
、
其
の
嶋
の
石

を
運
び
て
造
る
し
と
あ
り
、
こ
れ
が
五
色
塚
造
営
に
か
か
わ
る
伝
承
を
訟

え
た
記
事
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

下
段
の
石
は
付
近
の
垂
水
際
顔
中
か
ら
採
築
さ
れ
た
も
の
で
、
周
濠
の

掘
削
中
に
あ
ら
わ
れ
た
礁
周
や
、
付
近
の
展
開
・
海
岸
な
ど
で
採
取
さ
れ

写真 118

た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
段
の
葺
石
が
小
形
で
あ
る
こ
と

と
、
ド
段
が
地
山
を
部
り
出
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

そ
ら
く
関
連
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。

」
う
し
た
葺
石
の
最
は
、
上
・
中
段
で
は

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
約

自然・考r1iE震史編l
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七
O
仙
川
、
二
凹

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
下
段
で
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
約
二
回

O

主r行と円筒Jjt[!Ji命列（fil水区五色塚古絞〕

個
、
八

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
古
填
全
体
で
は

一一ニ万一一一五

O
O個
、
二
七

八
四
ト
ン
に
述
す
る
と
抗
定
さ
れ
る
。

れ
と
と
も
に
古
墳
の
表
部
を
飾
る
植
輪
は
、
斜
面
の
中
間
に
位
置
す
る

ザコ

の
一
プ
ラ
ス
耐
と
、
前
方
部
・
後
門
部
と
も
に
壌
頂
の
平
知
一
面
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

る。

つ
の
テ
ラ
ス
而
で
は
前
方
部
と
後
円
部
が
連
続
し
な
が
ら
墳
丘
を
一
周
し

て
い
る
が
、
後
門
部
墳
頂
は
円
形
に
、
前
方
部
は
コ
字
形
に
援
ん
で
い
る
。

捕
輸
は
墳
丘
を
築
成
後
、
滞
状
の
捌
形
を
掘
り
、

一
0
メ
ー
ト
ル
に
一
八
木
の

写主主 119

割
合
で
た
て
な
ら
べ
ら
れ
て
お
り
、
墳
丘
全
体
で
は
約
二
二

O
O本
が
め
ぐ
っ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

取
締
の
純
制
服
は
、
円
筒
楠
輸
の
…
内
側
に
鰭
を
つ
け
た
鰭
付
円
筒
植
輸
が
設
も
多

く
、
約
八
割
を
占
め
て
お
り
、

日
綾
部
が
外
に
ひ
ら
い
た
鰭
付
の
朝
顔
形
楠
輸
と
呼
ば
れ
て
い
る
穏
矧
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。

五
本
な
い
し
い
ハ
木
に

本
の
訓
合
で
朝
顔
形
植
輸
が
認
め
ら
れ
た
。

防
相
輪
列
の
調
去
に
際
し
て
の
観
察
で
は
、

少
量
な
が
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
蓋
形
楠
輸
が
、
一
一
一
段
に
め
ぐ
る
樹
輪
列
の
向
か
ら
数
点
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
家
形
崎
明
輪
や
盾
形
植
輸
の
破
片
が

れ
た
も
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
大
量
の
植
輸
が
、
ど
こ
で
焼
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
川
墳
か
ら
そ
れ
ほ
ど
速
く
な
い
位
置
で
野
焼
き
さ
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径
約 ま

た
、
前
方
部
・
後
円
部
と
も
に
東
側
中
段
の
植
輸
列
に
接
し
て
詑
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
に
近
い
掘
形
内
に
、

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
柱
を
建
て
て
い
た
ら
し
い
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
近
年
各
地
で
検
出
さ
れ
て
い
る
木

製
の
糠
輪
状
飾
物
が
、

五
色
塚
古
墳
に
お
い
て
も
樹
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

五
色
塚
古
墳
の
埋
葬
絡
設
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
後
内
部
頂
上
か
ら
板
状
の
割
石
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
附
設

穴
式
石
案
が
築
か
れ
て
い
た
可
能
性
、
が
高
い
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
は
、
十
台
む
し
た
石
絡
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
竪
穴
式
石
室
の
な
か
に
巨
大
な
長
持
形
石
総
を
安
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

副
葬
品
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
墳
頂
部
か
ら
石
製
合
一
子
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
古
く
に
盗
掘
に

あ
っ
て
、
造
物
は
持
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

五
色
塚
古
填
の
埋
葬
施
設
の
中
心
的
位
置
を
占
め
た
と
挑
定
さ
れ
る
長
持
形
石
持
は
、

四
位
紀
後
半
か
ら
五
位
紀
前
半
に
か

け
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
心
的
な
古
壌
の
組
葬
施
設
に
用
い
ら
れ
た
柑
形
式
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

前方後丹.tr'tの成立と発展第一節

；長持形石tM写生欧！
（多紀1保二三部III塚治・tj’D
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こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
長
持
形
石
絡
は
約
五

O
例
で
あ
り
、

そ
の
分
布
も
東
北
か
ら
北
九
州
ま
で
広
い
が
、
分
布
の
中
心
は
あ

く
ま
で
も
大
和
、
河
内
、
摂
津
の
各
平
野
部
と
そ
の
席
辺
で
あ
る
。

な
お
、
主
墳
の
境
丘
以
外
に
も
、
東
側
く
び
れ
部
外
方
に
方
形

の
土
…
附
一
が
あ
り
、
後
門
部
東
側
周
談
内
に
は
、
外
堤
か
ら
突
出
し

た
造
出
し
状
の
遺
構
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
斜
聞
に
は
下
段
と
同
様

の
小
形
の
耳
石
が
施
さ
れ
て
い
る
。

自然・考古自主51::.総 i491 



五色塚rtriti:東狽I）の1J形ニl二磁

東
側
外
堤
の
造
出
し
状
遺
構
に
は
、
鰭
付
円
筒
埴
輪
二
本
を
つ
ら
ね
た
埋
葬

ば
い
ち
ょ
う

施
設
が
あ
り
、
，
出
家
と
し
て
の
役
説
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

く
び
れ
部
外
ガ
の
方
形
土
地
に
開
葬
施
設
が
存
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、

祭
…
別
様
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
前
方
部
正
聞
の
中
央
に
は
、
下
端
の
幅
約
五

一
メ
ー
ト
ル
、
す
問
さ

約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
通
路
状
の
造
械
が
あ
り
、
こ
の
部
分
が
墳
丘
の
正

而
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
通
路
状
遺
構
は
、
周
濠
を
掘
削
後
、

写真 121

再
度
山
山
肌
土
を
施
し
て
築
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
斜
聞
に
は
前
方
部
正
面
の
阪
斜

い
山
と
閉
じ
葺
石
が
連
続
し
て
葺
か
れ
て
い
る
の
で
、
墳
丘
築
造
当
初
か
ら
存
在

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

円
形
の
主
丘
の

ガ
に
、
長
方
形
あ
る
い
は
台
形
の
、
主
丘
部
よ
り
低
い
土

濯
を
付
設
し
た
墳
形
を
、
わ
が
闘
で
は
前
方
後
円
墳
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
が
、
方
形
の
部
分
が
前
一
山
、
φ

め
る
い
は
正
聞
で

存
在
す
る
意
味
は
大
き
い
。

あ
る
こ
と
を
確
実
に
示
す
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
五
色
塚
古
墳
の
前
方
部
中
央
に
付
設
さ
れ
た
通
路
の

五
色
塚
古
墳
の
築
造
年
代
を
推
定
し
う
る
材
料
は
少
な
い
が
、
お
そ
ら
く
四
位
紀
末
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
ろ
う
。

小
牽
古
墳

五
色
塚
古
墳
の
間
に
接
す
る
小
夜
古
墳
は
、
直
径
約
六
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
九
メ
ー
ト
ル
の
一
一
段
築
成
の
円

墳
に
造
出
し
を
付
け
た
帆
忠
良
式
古
墳
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
川
町
↑
葬
施
設
は
米
調
査
で
あ
る
が
、
墳
頂
と
中
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段
テ
ラ
ス
而
に
は
円
筒
植
輸
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
円
筒
纏
輸
の
形
式
を
み
る
か
ぎ
り
、

五
色
塚
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
築
造

さ
れ
た
ら
し
く
、
両
墳
の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

い
位
訟
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
五
位
塚
古
墳
の
周
辺
に
は
遊
女
塚
、
小
塚
、

四
ツ
塚
、
七
ツ
ほ
な
ど
が
存
夜
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
く
わ
し

歌
敷
山
東

磁
古
壌

小
器
古
墳
の
さ
ら
に
間
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
歌
敷
山
東
・
際
問
壊
が
存
在
し
た
。

東
古
墳
は
直
径
約
三
五
メ

i
ト
ル
、
高
さ
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
割
竹
形
氷
結
の
周
問
を
粘

さ
れ
て
い
る
。

ム
ム
で
取
り
ま
い
た
全
長
約
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
の
粘
土
櫛
で
、
鉄
剣
、
鉄
斧
、
刀
子
が
山
間
外
か
ら
発
見

間
古
墳
は
直
筏
約
一
一

0
メ
ー
ト
ル
の
門
段
で
、
知
一
葬
地
設
は
長
さ
約
問
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
八
五
セ
ン
チ
メ

i
ト
ル
の
粕

土
榔
で
、
柁
内
か
ら
鉄
剣
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

前方後円墳の成立と発民第一節

歌敷山東-r11；噴粘土榔

十
判
噴
と
も
鰭
付
円
筒
植
輸
を
め
ぐ
ら
し
、
議
形
埴
輸
を
伴
っ
て
い
た
ら

し
く
、

五
色
塚
と
同
時
期
か
あ
る
い
は
や
や
遅
れ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
歌
敷
山
東
－

m古
墳
の
部
約
八

0
0
メ
ー
ト
ル
の
舞
子
公
限
付

に
は
門
筒
結
の
群
集
す
る
地
点
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一

写真 122

か
ら
は
四

O
歳
代
の
男
性
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
筒
陪
群
も

五
色
塚
古
墳
と
ほ
ぼ
問
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、

五
位
塚
古
境
と
そ
の
周
辺
の
遺
跡
鮮
は
、

ほ
ぼ
同
時
期
の
士
口
敏
群
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
以
前
に
、
顕
著
な
泣
跡
を
も
た
な
か
っ
た
福
田
川
と
山
田
川
の
中
間
の
丘
陵
上
に
、
な
ぜ
突
如
こ
の
よ
う
な
大
古
墳
を

含
む
古
墳
群
が
山
境
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
両
方
の
明
石
川
流
域
全
体
を
含
め
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
前
方
後
円
境
を
山

現
さ
せ
う
る
力
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
。

お
そ
ら
く
五
色
塚
古
墳
に
芥
ら
れ
た
首
長
は
、
眼
下
に
見
下
ろ
す
明
石
海
峡
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
そ
の
頃
丘
斜
聞
を
飾
る
葺

お
か
』
淡
路
島
よ
り
運
ん
だ
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
石
海
峡
を
へ
だ
て
た
淡
路
島
を
も
支
配
下

に
お
さ
め
る
ほ
ど
の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
強
大
な
力
が
、
須
磨
以
間
の
明
石
川
流
域
を
含
む
地
域
の
統
合
に
よ
っ
て
結
集
し
え
た
の
か
、
こ
の
地
方
を
交

配
す
る
た
め
に
瀧
内
政
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
豪
族
に
よ
っ
て
紘
一
〈
現
し
え
た
の
か
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
、
が
、
こ
の
地
峨
が
、

西
欧
紀
末
あ
る
い
は
五
位
紀
初
期
に
、
畿
内
政
権
を
支
え
る
一
一
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

明
石
川
流
域
の
大
形

前
方
後
円
墳
・
主
塚

明
石
川
流
域
で
最
も
大
形
の
前
方
後
円
墳
は
、
凶
区
王
塚
古
墳
で
あ
る
。
明
お
川
西
洋
の
標
高
約
二
冗

メ
ー
ト
ル
、
水
問
地
帯
と
の
比
古
川
一

0
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
段
丘
上
に
位
位
す
る
前
方
後
円
墳
で
、
人
上

長
約
七

0
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
約
凹

0
メ
ー
ト
ル
、
後
内
部
径
約
四

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
部
を
南
へ
向
け
た
古
墳
で
あ
る
。

前
方
部
・
後
門
部
と
も
に
訪
問
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
周
一
駄
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
り
五
位
紀
で
も
中
葉
の
古

墳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

合
人
姉
王
の

に
比
定
さ
れ
陵
慕
参
考
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
く
わ
し
い
調
賓
が
不
可
能
で
、
組
芥
施
設
な
ど
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
円
約
楠
輪
・
人
物
横
総
・
馬
形
塙
輸
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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こ
の
王
塚
古
境
の
被
葬
者
こ
そ
、
明
石
川
流
域
と
そ
の
周
辺
の
在
地
勢
力
を
統
合
し
、
そ
の
力
を
結
集
し
た
豪
族
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
五
世
紀
中
葉
の
段
階
に
は
、
ま
だ
北
神
戸
地
区
に
大
形
の
前
方
後
円
墳
は
成
立
し
て
い
な
い
。

3 

豪
族
の
居
館
と
農
民
の
家

古
墳
被
葬

者
の
居
館

古
墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
な
人
た
ち
の
住
居
が
、
高
床
あ
る
い
は
川
l

地
式
の
建
物
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
家
形

ま
た
、

塙
総
や
家
屋
文
鋭
に
鋳
山
山
さ
れ
た
家
屋
間
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

楼
観
・
減
柳
、
厳
か
に
設
け
、
常
に

志
』
貌
志
倭
人
伝
に
は
邪
馬
台
悶
の
女
王
卑
弥
呼
の
居
館
は

人
有
り
、
兵
を
持
し
て
守
衛
す
L

と
一
辺
さ
れ
て
お
り
、
家
形
槙
輪
や
家
屋
文
続
の
一
万
す
と
こ
ろ
と
一
致
し
て
い
る
。

の
建
物
が
、
わ
が
闘
で
は
じ
め
て
出
現
す
る
の
は
弥
生
時
代
前
期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
稲
倉
と
し
て
の
機
能
を
も

前方後円墳の成立と発渓第一節

特殊総合付家形こと製

品（郊J1l1V良女~務巡跡）

写真 123

つ
建
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
う
し
た
尚
床
の
建
物
が
住
居
あ
る
い
は
常
殿
と
し
て
利
用
さ

れ
は
じ
め
る
の
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
は
じ
め
に
か

け
て
の
こ
と
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
大
形
墳
丘
慕
の
出
現
と
出
を
向

じ
く
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

め
お
と
い
わ

陶
山
県
倉
敷
市
の
女
男
岩
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
特
殊
総
合
と

呼
ば
れ
て
い
る
土
問
の
上
に
の
せ
ら
れ
た
家
形
土
製
品
が
、
平
地
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式
の
住
居
を
立
体
的
に
表
現
し
た
最
古
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
は
、
平
側
問
問
、
妻
側
一
一
一
間
で
、
寄
棟
風
の
屋
根
の
上
に
屋
根

形
の
棟
を
の
ぜ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
が
、
入
母
屋
風
の
鼠
般
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
入
の
入
口
は
中

央
に
大
き
く
取
り
、
入
口
の
両
側
に
各
一
一
関
を
表
現
し
て
い
る
の
で
、
入
口
側
は
中
央
部
が
広
い
五
問
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て

いザ
hvo

家
形
埴
輪

前
期
古
墳
の
外
表
を
飾
る
家
形
植
輪
と
し
て
は
、
前
期
後
半
に
築
造
さ
れ
た
一
一
一
重
県
石
山
古
墳
例
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
石
山
古
墳
は
全
長
約
ゴ
一

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
家
形
横
輸
は
後
円
部
頭
上
の

方
形
区
福
内
で
数
個
、
く
び
れ
部
外
方
の
方
形
区
両
内
か
ら
は
十
数
側
発
見
さ
れ
て
お
り
、
入
母
屋
風
の
屋
根
を
も
っ
倒
、
切

安
造
や
片
流
れ
の
屋
根
を
も
つ
も
の
な
ど
多
様
な
構
造
の
建
物
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
か
に
は
切

安
ま
た
は
入
ほ
底
瓜
の
震
根
で
、
棟
木
を
受
け
る
斗
と
束
を
線
彫
し
た
例
が
あ
り
、
当
時
す
で
に
組
物
の
技
術
が
お
そ
ら
く
大

陸
か
ら
伝
え
ら
れ
、
支
配
者
層
の
建
物
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
組
物
の
表
現
は
大
飯
府
沢
氏

国
遺
跡
の
四
位
紀
末
か
ら
五
位
紀
は
じ
め
の
家
形
精
輸
に
も
み
ら
れ
る
。

神
戸
市
域
で
は
、
山
本
形
楠
輸
は
数
例
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、

五
色
塚
市
崎
お
よ
び
小
張
市
出
の
発
見
例
は
比
較
的

合
い
例
だ
と
い
え
よ
う
。
特
に
小
査
古
墳
の
山
本
形
楠
輸
は
入
母
屋
風
や
切
妻
風
の
陸
恨
の
部
分
が
知
ら
れ
て
い
る
が
全
容
が
復

元
で
き
な
い
の
が
お
し
ま
れ
る
。

ま
た
、

四
世
紀
代
の
建
築
の
立
国
形
を
示
す
好
慨
に
奈
良
県
佐
味
回
宝
塚
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
家
屋
文
続
が

家
康
文
鏡

あ
る
ο

家
屋
文
鋭
に
は
四
種
類
の
家
屋
閣
が
拙
か
れ
て
い
る
が
、

あ
じ
ろ

建
物
で
、
屋
根
は
棟
を
網
代
で
つ
つ
み
、
棟
が
軒
に
比
べ
て
著
し
く
長
い
。
壁
は
板
壁
ら
し
く
、
桁
行
は
ご
問
で
一
方
の
安
保

一
つ
は
千
木
を
か
か
げ
た
切
妻
造
の
高
床
の
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は
し
ご

に
梯
子
を
か
け
て
お
り
、
神
鍛
あ
る
い
は
念
防
風
の
建
物
で
あ
る
。
そ
の
二
は
千

木
を
か
か
げ
た
入
母
屋
風
の
高
床
の
建
物
で
、
躍
は
絞
援
ら
し
く
桁
行
は
一
二
問
、

方
の
姿
側
に
欄
子
を
つ
け
た
階
段
を
と
り
つ
け
、
他
方
に
は
露
台
を
付
設
し
、

そ
の
上
に
蓋
を
さ
し
か
け
て
お
り
宮
殿
風
の
建
物
と
い
え
よ
う
。
そ
の
さ
も
入
ほ

屋
風
の
建
物
で
平
地
式
、
撲
は
板
壁
。
そ
の
間
は
竪
穴
住
居
風
に
屋
恨
の
部
分
だ

け
を
地
上
に
伏
せ
た
建
物
で
一
方
の
安
側
に
入
口
ら
し
き
施
設
を
つ
く
り
、
そ
こ

に
蓋
を
さ
し
か
け
て
い
る
。
こ
こ
で
も
多
様
な
住
出
の
形
態
が
、
機
能
に
応
じ
て

能
い
わ
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

掘
立
柱
建

物
群

こ
う
し
た
高
床
や
平
地
式
の
住
居
は
、
遺
跡
に
お
い
て
は
揃
立
性

の
柱
穴
群
と
い
う
形
で
の
み
存
従
し
、
発
見
さ
れ
に
く
い
遺
構
で

前方後円境の成立と発展

あ
る
が
、
近
年
の
発
搬
課
去
の
噌
加
と
精
街
化
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
m
J
五
位

紀
の
掘
立
柱
建
物
群
の
調
査
例
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

議 κ鼠霊長

奈
良
県
脇
本
遺
跡
で
は
、
方
形
の
柱
搬
形
の

辺
ヵ：

J
i
ト
ル
前
後
も
あ
る
奈
良
時
代
の
宮
殿
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
形

の
掘
立
柱
建
物
群
が
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
伝
品
川
に
残
る
五
世
紀
代
の
雌
略
天
皇
治
瀬
朝
倉
官
と
の
樹
述
が
般
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
群
馬
県
一
一
一
ツ
寺
i
泣
跡
で
は
、
六
世
紀
の
例
で
あ
る
が
、

一
辺
約
八
六
メ
ー
ト
ル
の
方
形
区
耐
の
外
阿
川
に
濠
を
掘
り
、

第一節

一
濠
の
内
側
斜
聞
に
は
河
原
石
で
あ
た
か
も
古
墳
の
碁
石
の
よ
う
な
石
附
一
を
築
き
、

ら
に
そ
の
内
部
を
柵
列
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
醐
内
に
い
く
つ
か
の
建
物
を
配
す
る
と
い
う
居
館
と

の
内
側
に
沿
っ
て
柵
列
を
め
ぐ
ら
し
、
さ 家康文鋭の家庭関（奈良県｛fr.I米自i笈塚市im

l'l ？＇！.＼·考~， 1jlmiR'.総 l
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呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
追
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

松
野
透
跡

神
戸
市
域
で
は
長
部
区
絵
野
追
跡
で
五
位
紀
末
か
ら
六
位
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
一
日
後
族
問
の
居
館
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

？
立
か

d

土、

j
s
申
亡
込
E
S
J
V

妙
法
寺
川
東
伴
の
砂
堆
状
の
微
布
地
上
に
形
成
さ
れ
た
集
務
で
、
泣
構
而
の
標
高
は
約
八
メ
ー
ト
ル
、

A
I
r－
 

－
一
d
i
b

－

－

 

時
代
の
遺
構
と
し
て
は
八
械
の
倒
立
柱
建
物
、
竪
穴
住
居
一
棟
、
棚
に
よ
っ
て
閉
ま
れ
た
方
形
民
凶
一
一
一
カ
所
以
上
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
方
形
民
州
の
規
燃
が
ほ
ぼ
明
ら
か
な
も
の
は

例
で
、

規
棋
の
大
き
い
ほ
う
が
古
く
（
一
期
）
、

初Ii
YIJ 

＋i
h

さ

at
廿
ノ

h
y
s
L

yvilr
、1ιV
1
m
…

メ

i

、
一
日
比
刀
一
句
円
ヨ
一

4
1
ト

L
C
、
可
↑
日
比
刀
ハ
J
t
t
M
こ
ま
訂
川

ノ

ノ

士

人

戸

、

λ
λ
v

、η
r

－

ノ

ノ

v

一ドルナヵ、

l
u＼

b
y店
H
b
r
i
t
山
中

J
ゴ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
溝
を
伴
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
方
形
区
嗣
に
伴
う
と
抗
定
さ
れ
る
建
物
は
、
柵
列
の
東
北
隅
部
よ
り
の
位
霞
に
あ
る
竪
穴
状
の
建
物
と
そ
の
市

側
の

間
×
二
間
の
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
こ
の
二
陳
の
建
物
は
、
区
画
内
の
東
端
近
く
に
位
位
す
る
こ
と
、

一
方
が
竪
穴
状

の
建
物
で
あ
る
こ
と
、
他
方
の
掘
立
役
建
物
の
掘
形
が
他
の
七
棟
の
抑
立
杭
建
物
に
比
し
て
著
し
く
小
形
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
推
定
し
て
、
小
心
的
建
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

次
の
時
期
（
二
期
）
の
方
形
棚
列
は
や
や
狭
く
、
～
以
内
約
二
一
九
メ
ー
ト
ル
、
市
北
約
一
一
三
メ
ー
ト
ル
で
府
側
櫛
列
の
小
央
部
で

約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
く
い
ち
が
い
を
み
せ
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
入
口
で
あ
っ
た
と
抗
ι
挺
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
方
形
区
側
中
央
に
は
、
市
北
棟
の
二
組
×

制
の
総
柱
で
棟
持
柱
を
も
っ
建
物
が
存
夜
し
、
お
そ
ら
く
家
屋
文
鋭
に
み

え
る
切
姿
造
の
高
床
建
物
、
あ
る
い
は
伊
勢
神
宮
の
内
宮
・
外
宮
本
殿
の
よ
う
な
建
物
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

」
の
中
心
建
物
の
東
側
に
は
一
一
一
郎
×

の
総
柱
建
物
の
東
側
に
小
形
の
柱
列
が
付
い
て
い
る
建
物
が
あ
り
、
家
屋
文
鈍
に

み
え
る
入
母
屋
風
建
物
の
一
方
の
主
側
に
磁
ム
口
宏
付
設
し
た
例
と
同
じ
構
造
の
建
物
で
あ
ろ
う
と
舵
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の

498 合成時代f混入意
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期
い
ず
れ
の
方
形
ぽ
一

方
形
区
画
の
北
間
部
に
は
二
関
×
一
一
一
間
の
総
柱
建
物
が
付
設
し
て
い
る
。
こ
の
一
一
一
棟
の
建
物
が

時
期

踊
に
伴
う
も
の
か
は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
が
中
央
部
の
二
棟
は
い
ず
れ
も
立
て
替
え
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、

と
も
同
一
位
院
に
建
物
が
存
在
し
た
可
能
性
が
向
い

ο

な
お
、
こ
の
二
時
期
の
方
形
区
耐
の
北
側
に
も
、

や
や
方
位
の
違
う
方
形
区
両
が
あ
り
、
そ
の
内
部
に
も
総
住
建
物
が
存
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
二
期
の
方
形
区
同
と
同
時
期
に
存

前方後円改の成rrと発段第一節

。

在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
く
わ
し
い
こ

総野遺跡i潟床建物復元関

と
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
遺
構
の
分
布
は
周
辺
部
へ
ひ
ろ
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
形
区
阪
と
そ
れ
に
伴
う
建
物
株

が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
一
集
落
を
形
成
し
て
い
た
の
か
、
方
形

区
画
の
周
辺
に
、
竪
穴
住
居
を
中
心
と
す
る
庶
民
の
住
居
群
が

存
在
し
た
の
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
い
ま
は
不
明
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。
今
後
の
調
査
の
進
肢
を
ま
ち
た
い
。

関 150

松
野
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
漆
や
櫛
列
に
閉
ま
れ
た
抑
立

柱
建
物
群
が
、
古
壊
に
葬
ら
れ
る
よ
う
な
支
配
表
層
の
住
居
で

あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
、

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
横
穴
式
石
室
を
思
葬
施
設
と
す
る
後
期

自然・考i1i-際l1：綴 1499 



群
集
墳
が
硲
行
し
、
こ
う
し
た
中
・
小
古
境
に
芥
ら
れ
た
人
た
ち
も
ま
た
制
立
柱
建
物
を
そ
の
住
居
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

カ
マ
ド
を
も

っ
竪
穴
住
属

そ
れ
で
は
台
墳
に
葬
ら
れ
な
か
っ
た
大
多
数
の
一
般
庶
民
は
ど
の
よ
う
な
住
肢
に
住
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
そ
う
し
た
人
た
ち
は
前
代
に
ひ
き
続
い
て
竪
穴
住
居
に
住
み
続
け
た
。

穴
住
居
が
出
現
し
、

縄
文
時
代
以
来
、
竪
ん
八
住
居
の
平
面
形
は
、
円
形
ま
た
は
楕
円
形
が
一
般
的
で
、
弥
生
時
代
後
期
ご
ろ
か
ら
隅
円
の
方
形
竪

や
が
て
十
日
境
時
代
に
入
る
と
隅
部
の
方
形
化
が
一
層
進
み
、
規
絡
性
の
J

尚
い
住
居
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
臨
ん
八
住
居
に
も
顕
著
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。
竪
穴
住
居
の

…
辺
に
造
り
つ
け
ら
れ
た
カ
マ
ド
の
出
現
で
あ
る
。

竪
穴
住
居
に
炊
事
用
の
、
あ
る
い
は
暖
を
と
る
た
め
の
施
設
と
し
て
炉

ダミ！日遺跡五三 ）it

が
造
り
つ
け
ら
れ
る
の
は
縄
文
附
代
以
来

般
的
な
事
例
で
あ
る
。
そ
の

炉
が
カ
マ
ド
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
の
は
古
墳
時
代
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
は
煙
道
を
造
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
力
を
強
め
る
こ

と
を
知
る
須
恵
総
生
産
の
は
じ
ま
り
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

写瓦 124

い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
戸
市
域
で
、
竪
穴
住
居
に
カ
マ
ド
を
と
り
つ
け
る
例
は
近
年
名
地
で

発
比
さ
れ
て
い
る
が
、

中
央
区
生
問
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
五
社
紀
前
半
の

－
号
竪
穴
住
居
が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。

ま
た
、

東
灘
医
郎
家
遺
跡
で
は
、
六
位
紀
前
半
お
よ
び
後
半
の
竪
穴
住

ラ00市JJWHi:;第八I;(



居
で
、
北
側
の
壁
際
に
造
り
つ
け
ら
れ
た
カ
γ
ド
か
ら
般
道
が
壁
の
外
ま
で
の
び
、
さ
ら
に
東
側
に
曲
つ
て
の
び
て
い
る
例
が

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
施
設
は
、
煙
道
を
長
く
し
て
煙
の
ひ
き
を
よ
く
す
る
工
夫
と
も
み
え
る
が
、
あ
る
い
は
オ
ン
ド
ル

の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
こ
う
し
た
カ
マ
ド
を
も
っ
竪
穴
住
居
の
周
辺
に
倒
立
住
建
物
が
詳
必
ず
る
例
は
る
／
く
、

五
位
紀
後
半
以
降
問
者
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
一
集
落
を
形
成
す
る
例
が
増
加
す
る
。

明
石
川
流
域
の
櫨
谷
川
支
流
菅
野
谷
川
の
段
丘
上
に
位
泣
す
る
凶
神
第

ω号
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
古
墳
時
代
後
期
の
築
務
は
、

抑
制
立
住
建
物
五
棟
と
方
形
の
竪
穴
住
居
一
一
一
煉
が
知
ら
れ
て
お
り
、
六
位
紀
前
半
の
方
形
竪
穴
住
居
に
は
カ
マ
ド
は
な
い
が
、
ム
ハ

佐
紀
中
葉
の
竪
穴
住
践
に
は
凶
側
に
カ
マ
ト
が
取
り
つ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
で
竪
穴
住
居
に
カ
マ
ド
が
設
け
ら
れ
る
時

前方後円~の成立と発展第一郎

カマドをもっ方形怒穴住｝苦
（筒区阪神第62号遺跡）

JIJJ 
を

f
i
、、プ
h
u
o

w

｝
U
W
』
F
A

，

ま
た
掘
立
柱
建
物
は
、
倉
庫
の
よ
う
な
ニ
間
四
方
や
一
一
間
×
一
ニ
間
の
総
柱
建
物
の

ほ
か
一
間
×

間
の
建
物
も
あ
り
、
竪
穴
住
居
と
倉
庫
、
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
集
落
に
あ
っ
て
も
掘
立
柱
建
物
の
使
用
が
は
じ
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

後
期
の
方
形
竪
穴
住
居
の
一
辺
に
カ
マ
ド
を
と
り
つ
け
た
例
は
玉
津
の
高
津
橋
・

写真 125

間
遺
跡
を
は
じ
め
、
平
野
町
の
黒
mm
泣
跡
や
常
本
遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
し
、

北
区
の
山
間
・
中
遺
跡
に
お
い
て
も
陪
様
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

一
般
的
な

傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

l'I然・考古歴史編 Iラor



第
二
節

群
集
墳
の
時
代

縮
小
す
る
前
方
後
円
墳

小
形
前
方

後
円
墳

五
位
紀
末
j
六
枇
紀
は
じ
め
以
降
、
大
和
盆
地
周
辺
部
を
除
く
地
方
で
は
、
前
方
後
円
墳
を
は
じ
め
と
す
る
古

墳
の
規
模
は
著
し
く
縮
小
し
、

か
わ
っ
て
そ
の
数
が
急
増
す
る
。

か
つ
て
巨
大
古
墳
に
芥
ら
れ
た
よ
う
な
人
々

の
権
力
は
、
機
内
中
枢
の
政
権
内
に
の
み
残
存
し
、
地
方
に
あ
っ
て
は
よ
り
広
い
範
囲
の
人
々
が
古
墳
を
築
造
し
う
る
カ
を
持

ち
、
畿
内
政
権
の
勢
力
下
に
連
な
っ
て
い
っ
た
。

芦
屋
川
以
来
で
は
近
年
墳
丘
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
打
出
小
槌
古
墳
が
、
そ
の
境
形
は
前
方
後
円
形
か
方
形
か
は
不
明
な
が

ら
家
形
・
盾
形
・
駒
形
・
蓋
形
・
人
物
・
猪
な
ど
多
様
な
形
象
埴
輸
を
伴
っ
て
お
り
、
五
位
紀
後
葉
か
ら
六
位
紀
は
じ
め
に
か

け
て
の
地
方
首
長
腐
の
境
基
の
一
つ
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。

芦
屋
川
以
西
住
吉
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
こ
の
時
期
の
古
頃
の
良
好
な
資
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
芦
原
市
三
条
岡
山
遺
跡
、

芦
屋
廃
寺
付
近
、
神
戸
市
東
灘
区
森
北
町
四
了
目
な
ど
か
ら
少
量
な
が
ら
形
象
楠
輸
や
円
筒
植
輸
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、
付
近
に
五
位
紀
末
か
ら
六
枇
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
古
壌
が
存
在
し
た
こ
と
は
縦
突
で
あ
る
。

ラ021t1tJ't1埼Ff¥;zn八一市



」
の
付
近
の
古
墳
と
し
て
は

住
吉
川
以
山
石
鹿
川
ま
で
の
地
域
で
は
J
R
往
古
駅
付
近
の
古
墳
鮮
が
注
目
さ
れ
る
。

か
ら
坊
ケ
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
・
全
長
約
四

0
メ
ー
ト
ル
）
の
存
在
が
知
ら

住
吉
東
古
墳

れ
て
い
る
が
、
近
年
市
街
地
河
開
発
工
事
に
伴
う
調
売
で
住
古
木
町
一
丁
目
、
住
小
川
口
宮
町
七
丁
目
、
同
四
丁
目
な
ど
か
ら
次
々

'll¥築墳の時代第二節

と
中
期
末
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
佐
古
来
古
境
と
命
名
さ
れ
た
住
吉
宮
町
四
丁
目
の
古
墳
は

Jj(_[i¥i命をめぐらせた11ri1'tc },!l綱引t;!;'~[ii；与＇.t)

414二
J

J
V
告
が

八
メ

i
ト
ル
の
円
境
の
沼
南
部
に
長
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
の
造

山
し
郊
を
付
け
た
い
わ
ゆ
る
帆
立
貝
式
の
古
墳
で
、
全
長
約

間
メ

’h
a

レ、，
，y
 

IIJ 
丘
{§/¥ 
i工

一
段
築
成
で
あ
っ
た
と
惟
定
さ
れ
る
が
上
半
部
は

く
前
一
平
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
円
丘
部
の
テ
ラ
ス
面
と
そ

れ
に
続
く
造
問
し
部
に
は
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
円
筒
楠
輪
列
が
め
ぐ
っ

て
い
る
の
、
が
発
見
さ
れ
た
。
円
筒
犠
輸
の
総
数
は
約
一
六

O
十
午
、
円
筒

地
輸
列
の
間
や
外
側
か
ら
約
一

O
本
の
朝
顔
形
埴
輪
も
発
見
さ
れ
て
い

る
。
朝
顔
形
植
輸
は
円
丘
部
の
溺
側
か
ら
造
出
し
部
に
点
々
と
配
さ
れ

'7f}5~ 12 6 

て
お
り
、
他
に
潟
形
植
輪
一
体
と
人
物
楠
輪
一
体
が
門
戸
江
部
南
側
の
門

筒
椴
輪
列
の
内
側
か
ら
、
ま
た
、
人
物
域
輪
二
体
も
南
側
く
び
れ
部
の

円
筒
植
輪
列
の
内
側
か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
の
南
側
を
意
識
的

に
飾
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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潟
形
楠
輸
は
鞍
や
鐙
な
ど
を
丁
寧
に
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
、
人
物
地
輸
は
一
一
一
体
と
も
女
性
で
、
そ
の
’
品
目
留
の
よ
う
な
結

援
は
い
か
に
も
度
女
風
で
あ
る
。

相
時
葬
施
設
は
、
円
丘
部
中
央
に
位
置
す
る
長
さ
約
四
・
一
一
プ
i
ト
ル
、
幅
約
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の
墓
域
内
に
、
日
択
さ
約
一
一
一
・

ご
メ
ー
ト
ル
、
相
約
七

0
セ
ン
チ
メ
！
ト
ル
の
箱
形
の
木
村
を
位
き
、
鉄
製
の
直
万
一
本
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
慕
墳
内

か
ら
鉄
鍛
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
古
墳
は
埋
葬
施
設
や
外
表
施
設
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
墳
丘
の
築
造
過
程
や
そ
の
間
に
行

わ
れ
た
各
種
の
儀
礼
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

住
吉
東
古
墳
は
、
襟
高
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル
付
近
の
扇
状
地
中
小
綿
近
く
で
、
ま
ず
周
一
泌
を
掘
っ
て
墳
丘
の
基
段
加
仰
を
つ
く
り
、

そ
の
際
に
ま
ず
京
町
を
行
い
、
使
間
川
し
た
土
保
や
楠
輸
を
桜
中
に
投
来
し
た
の
ち
約
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
雌
土
を
し
て
墳

丘
の
下
段
な
と
と
の
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
溝
か
ら
発
見
さ
れ
た
埴
輸
の
な
か
に
は
家
形
楠
輪
、
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
墳
頂
一
千
明
γ

問
中
央
に
喪
麗
と
推
定
さ
れ
る
一
一
一
間
×
一
一
一
間
の
捌
立
柱
建
物
を
建
て
、
そ
の
西
側
に
祭
壊
状
の
施
設
が
存

し
た
ら
し
く
一
間
×
二
間
の
掘
立
柱
の
施
設
の
痕
跡
が
み
え
る
。
こ
の
建
物
内
で
一
定
期
間
「
も
が
り
」
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

同
じ
場
所
に
木
村
に
入
れ
た
遺
体
宏
葬
り
、
そ
の
上
部
に
感
土
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
北
側
に
は
五
倒
の
れ
列
が
東
矧
に
政

ん
で
お
り
、
葬
送
儀
礼
の
際
の
目
隠
状
の
堺
と
舵
定
さ
れ
て
い
る
。

二
度
目
の
盛
土
に
捺
し
て
テ
ラ
ス
商
を
と
と
の
え
、
そ
の
内
側
に
人
頭
大
の
河
原
石
を
め
ぐ
ら
し
、
最
後
に
楠
輸
列
を
め
ぐ

ら
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
帆
立
貝
式
の
古
壊
の
近
く
か
ら
は
、
こ
の
古
墳
に
先
行
す
る
五
世
紀
後
半
に
属
す
る

辺
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
が

504 111・JWrlffl;; m八:lfi:



二
基
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
す
で
に
群
集
壊
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
メ
ー
ト
ル
の
大
小
の
ガ
墳

一
基
が
潤

住
吉
東
町
の
間
約
四

O
O
メ
i
ト
ル
の
住
吉
宮
町
七

γ
H
で
も
一
辺
一
一
一
一
J
一一一・

潜
な
接
す
る
よ
う
に
群
夜
し
て
い
る
地
点
が
調
十
食
さ
れ
て
お
り
、
な
お
付
近
に
は
多
く
の
古
墳
が
存
在
す
る
ら
し
い
こ
と
が
知

め
の
例
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
二
段
に
築
か
れ
た
墳
丘
の
一
プ
ラ
ス
耐
に
円
筒
綴
輸
を
め
ぐ
ら
し
、
斜
聞
に
葺
石
を
葺
い
た
後
期
は
じ

ま
た
、
郡
家
遺
跡
の
大
蔵
地
区
で
も
、
楠
愉
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
付
近
に
伺
時
期
の

古
墳
が
存
夜
し
た
可
能
性
は
高
い
。

十
箸
寺
古
墳

石
屋
川
以
西
部
賀
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
墳
丘
そ
の
他
の
状
況
が
不
明
で
あ
る
が
、
灘
区

王
111 

三点

境

内
の
十
善
寺
古
墳
か
ら
は
百
字
形
鋭
（
凶
径
約
一

0
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
間
数
鏡
（
直
径
約
九
・
一
一
セ
ン
チ
メ

若手集墳のII寺代第二節

百字文鋭（灘区一卜若手守111tm

i
ト
ル
）
を
は
じ
め

鉄
器
類
な
ど
が
発
見
さ
れ
東
京
凶
立
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
土
法
や
楠
輪
類
も
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
山
V

期
末
か
ら
後
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
古
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

日
μ
H丈
1
1
1人一戸時叶
4
n
L
十
1
h

、

ま
L
E
1ノ
f
s
b
Vト
マ
九
対

市
街
化
が
早
く
進
行
し
た
せ
い
か
、

中
小
の
前
方
後
円

墳
な
い
し
は
中
期
米
か
ら
後
期
は
じ
め
に
か
け
て
の
槙
輸
を
伴
う
よ
う
な
古
墳

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
横
穴
式
石
室
を
思
葬
施
設
と
す
る

写真 127

中
央
区
山
本
通
五
丁
目
の
中
宮
古
墳
や
内
容
は
不
明
な
が
ら
兵
庫
区
氷
室
町
の

御
塚
、
長
田
区
池
田
広
町
の
野
々
内
古
墳
が
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

自然・景予言了E震史編Iう0ラ
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L

L
U
て
し
と

大
歳
山
2

口苛竣

旧
指
熔
国
の
地
域
に
入
る
と
、
恥
屋
谷
川
・
福
田
川
川
の
流
域
で
は
、
後
期
初
頭
の
古
墳
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
山
間
川
流
域
で
は
、
現
住
大
成
山
の
公
閣
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
地
域
内
に
、
大
成
山
2
号
墳
と
呼

ん
で
い
る
前
方
後
円
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
全
長
約
二
八
メ

i
ト
ル
、
前
方
部
一
制
約
一

0
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
…
・
五
メ
l
ト

ル
、
後
門
部
筏
約
二

0
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一

メ
ー
ト
ル
の
泊
向
の
前
方
後
円
壌
で
あ
る
。
後
門
部
頭
上
に
は
横
穴
式
石
室
と

抗
定
さ
れ
る
石
川
奈
が
存
す
る
が
く
わ
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

ハ
町
紀
前
半
の
須
忠
則
市
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

な
か
に
は
人

物
・
動
物
・
小
資
な
ど
の
装
飾
を
付
け
た

1一
昨
も
認
め
ら
れ
る
。

出
合
古
墳
群

明
石
川
流
域
で
は
下
流
か
ら
上
流
ま
で
前
方
後
円
な
い
し
帆
玄
貝
式
の
古
墳
が
点
在
し
て
い
る
が
、
中
流
閉

の
山
区
玉
津
町
出
合
の
、
棟
内
約
一
二

0
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
で
、
帆
立
貝
式
の
古
墳
（
危
塚
古
墳
）

五五

方
出
一
法
、
円
墳
三
抜
一
の
周
溝
だ
け
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

亀
塚
古
墳
（
山
〈
H
1
号
墳
）
は
全
長
約
二
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
後
門
部
径
約
…
二
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
制
約
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、

く
び
れ
部
制
約
九
メ
ー
ト
ル
の
帆
立
阿
久
式
古
墳
で
、
馬
蹄
形
の
幅
一
一
一
J
一
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
周
濠
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
り
、
前
方

部
を
内
向
に
造
り
山
し
て
い
る
。
墳
丘
は
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
出
葬
施
設
に
つ
い
て
は
全
く

不
明
で
あ
る
。

造
物
は
、
六
枇
紀
は
じ
め
の
須
恵
総
と
、
須
恵
質
・
土
一
川
質
の
mH
筒
埴
輪
、
山
本
形
・
太
刀
形
・
盾
形
・
人
物
・
動
物
な
ど
の

形
如
水
犠
輸
が
認
め
ら
れ
る
。

方
墳
（
出
合
2
号
墳
）
は
一
辺
約
一
一
メ
ー
ト
ル
、
関
川
一
段
を
含
め
て
一
辺
約
一
間
メ
ー
ト
ル
の
方
形
壊
で
あ
る
が
、
築
造
時
期

ラ06r11tJt11if{¥;; 2(）八lji:



群集墳のll寺代

0 !Se出

亀
塚
な
ど
と
の
関
連
が
段
目
さ
れ
る
。

を
一
爪
す
よ
う
な
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

[Ij 

t貰

の
う
ち
3
号
墳
は
直
控
約
一
一
メ

i
ト
ル
、
周
濠
の
幅
約

fむ塚11tJtt発見｜弓筒J1[i1l＼市実~＼ljfき l

了
五
メ
ー
ト
ル
で
五
位
紀
後
半
の
須
忠
則
市
（
高
原
）
が
発
見
さ
れ
て
い

る。
屯
原
付
近
か
ら
は
問
J
五
世
記
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
埴
輪
片
も
発

見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
直
径
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
大
形
円
筒
埴
輪
も
含
ま
れ
て
お
り
、
西
側
の
台
地
上
に
同
時
期
の
合

附
引
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

亀
塚
古
噴
の
立
地
す
る
台
地
の
東
側
に
ひ
ろ
が
る
標
高

五

凶 151

J
i
ト
ル
の
沖
積
地
に
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
か
け
て
の
住

居
群
が
存
有
す
る
が
、
古
墳
時
代
の
遺
構
は
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
前
半

ま
で
の

辺
四

1
ふ
ハ
メ
i
ト
ル
の
方
形
竪
穴
住
居
で
、
造
物
も
初
期
痕

じ
山
山
総
や
斡
式
系
士
山
市
な
ど
注
目
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
お
り
、
王
塚
、

第二節

金
棒
池
I

号
壌

明
石
川
上
流
域
の
北
側
に
ひ
ろ
が
る
神
山
地
域
で
は
、
離
間
山
と
雄
岡
山
の
中
間
の
谷
間
に
あ
る
A
泥
棒
池
l
勾

墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
。

会
長
約
一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
一
プ

i
ト
ル
で
墳
丘
の
中
央
部
に
は
凶
側
か
ら
大
き
な
穴

自然・ 3号111歴史綴 iう07



が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、

則
一
葬
施
設
は
不
明
で
あ
る
。
前
方
部
も
間
側
か
ら
土
取
り

が
行
わ
れ
て
い
て
全
貌
は
不
明
で
あ
る
が
、
抱
一
克
幅
約
一
九
メ
ー
ト
ル
、
現
存
高

は
約
一
・
一
一
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
葺
石
、
地
輸
な
ど
外
表
の
施
設
は
な
く
、
出
土

日
山
も
不
明
で
あ
る
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
神
戸
市
議
水
区
神
山
町
古
神
学
丸
ケ
悶
発

見
と
伝
え
ら
れ
る
直
佳
約
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
形
銅
鋭
の
破
片
が
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
金
棒
池
1
号
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
挑

定
さ
れ
て
い
る
。

天
王
山
第

3
号
墳

明
石
川
の
支
流
伊
川
の
流
域
で
は
、
北
加
府
の
天
王
山
第
3
号
墳

が
、
植
輸
を
め
ぐ
ら
せ
た
帆
立
久
式
の
古
墳
で
あ
る
ο

円
丘
部
は

－
内
村
一
文
七
向
リ

i
f
i
 0
メ
ー
ト
ル
、
商
さ
約
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
間
側
に
長
さ
約
五
メ
l

ト
ル
、
先
端
脳
約
一

0
メ
ー
ト
ル
、
自
さ
約

メ
ー
ト
ル
の
扇
状
に
ひ
ら
い
た
造

出
部
を
付
け
て
い
る
。

造
出
部
の
周
辺
お
よ
び
円
丘
部
の
中
段
に
門
的
列
が
め
ぐ
っ
て
お
り
、
円
丘
部
は
ニ
段
築
成
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

も
須
志
保
葦
町
内
お
よ
び
土
師
附
市
町
内
の

造
出
部
の
円
筒
埴
輪
列
の
内
側
に
は
須
恵
刷
所
の
部
台
、
器
、
杯
な
ど
の
一
群
が
お
か
れ
て
お
り
、
北
側
の
く
び
れ
部
裾
か
ら

仏
ハ
が
集
中
し
て
お
り
、

形
象
埴
輪
列
が
存
し
た
ら
し
い
。

群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
造
出
し
部
に
は
人
物
・
馬
形
・
盾
形
な
ど
の
形
象
機
輪

以
上
の
よ
う
な
墳
丘
部
の
調
査
は
、
昭
和
四
十
七
年
（

九
七
二
）
に
行
わ
れ
た
遺
跡
範
関
係
認
調
資
お
よ
び
昭
和
五
十
五
年

ラ08
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の
天
王
山
第
4
号
墳
の
破
壊
に
先
立
つ
調
査
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
期
葬
地
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
古
墳
が
史
跡
公
閣
と
し
て

お
そ
ら
く
箱
形
の
木
将
を
陵
接
部
一
納
し
た
も
の
で
あ
ろ

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
た
め
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

天
王
111 
第
3 

の
北
側
に
続
く
尾
恨
上
に
は
さ
ら
に

の
小
円
墳
が
存
す
る
が
、

い
ず
れ
も
円
筒
埴
輪
を
め
ぐ
ら
し
て

い
た
ら
し
く
、
四
葬
絡
設
は
未
調
査
な
が
ら
、

五
位
紀
末
か
ら
六
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
初
期
の
群
集
墳
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

鬼
神
山
古
墳

伊
川
流
域
で
は
天
王
山
の
東
約

0
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
伊
川
谷
中
学
校
付
近
に
も
嫡
輸
を
め
ぐ
ら
せ
た
古

墳
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
鬼
神
山
古
墳
は
、
付
近
の
土
取
り
工
事
と
乱
掘
に
よ

群集演の時代第二節

っ
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
直
径
約

四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
っ

銀IIC商l玄F凶f!J[J古tm

た
ら
し
い
。
墳
丘
裾
部
が
ほ
と
ん
ど
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
造
出
し
郊
の
よ
う
な
版

設
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

則
一
非
施
設
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
日
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
乱
掘
後
の
緊
急
調
査
で
変
形
獣
文

鈍
、
鉄
刀
、
銅
釧
、

玉
煩
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
長
さ
約

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
七

0
セ
ン
チ

手間

メ
ー
ト
ル
の
絡
形
の
木
棺
（
A
棺
）
が
墳
丘
の
中
央
付
近
に
東
部
に
服
従
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実

手J.lri2s 

で
あ
る
。
ま
た
、
乱
掘
に
立
合
っ
た
人
た
ち
か
ら
の
聴
き
取
り
に
よ
る
と
鏡
の
発
見
さ
れ
た
絡
の

北
側
に
も
も
う

茶
一
の
木
棺
（
B
給
）
が
並
ん
で
い
た
ら
し
く
、
こ
の
賠
か
ら
は
須
恵
採
、
馬
具
、

工
兵
、
鉄
搬
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

自然・考，1,燈9.：総！509 



泣
物
の
ほ
と
ん
ど
が
乱
抑
制
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

青葉・鏡板~ミllllll烹！
（岡戸：鬼神l!!ill償）

ど
ち
ら
の
棺
か
ら
出
土
し
た
か
を
確
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
が
列
記

す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

変
形
獣
文
鏡
、
直
経
二
子

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
銅
釧
二
点
。

つ
は
直
在
約
七
・
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
外
出
に
刻
H
L
Xが
施
さ
れ
て

い
る
。
他
の
一
つ
は
無
文
で
陵
筏
約
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
馬
久

は
杏
葉
一
一
一
点
、
鏡
板
一
対
は
い
す
れ
も
鉄
地
金
銅
張
で
他
に
轡
と
飾
金

日
六
を
伴
っ
て
い
る
。
武
川
市
は
鉄
刀
（
全
信
沢
約
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
長

一
一
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

全
長
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
一
一
点
）
、

鉄
鍛

玉
類
は
勾
玉
（
め
の
う
製
一
一
一
点
、
ガ
ラ
ス
製
一
ぃ
品
、

は
制
根
形
、
広
線
形
を
含
め
て
推
定
七

0
1八
O
点
。
他
に
鉄
器
と
し
て
は
槍
飽
、
刀
子
な
ど
が
数
点
ず
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。

小
玉
な
ど
が
あ
り
、

（
梨
支
製
一
一
点
）
、
切
子
五
（
水
日
山
梨
七
点
）
、
丸

管
玉
の
な
か
に
米
製
品
が
一
点
含
ま
れ
て
い
る
。
伊
川
流
域
で
は
本
流
明
石
川
と
の
合
流
点
近
く
の
新
方
泣
跡
で
弥
生
時
代
以

来
玉
造
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
鬼
神
山
台
慣
の
被
葬
布
引
が
何
ら
か
の
形
で
新
方
に
お
け
る

り
と
か
か
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
須
忠
則
市
は
多
量
に
出
土
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
提
瓶
、
州
州
、
出

台
、
蓋
坪
な
ど
が
線
認
で
き
る
。
こ
の
蓋
坪
の
な
か
に
は
六
位
紀
初
頭
の
も
の
と
や
や
時
期
の
下
る
も
の
と
の
二
種
が
含
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。

て
お
り
、

A
－

B
二
踏
の
時
期
糸
が
存
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
A
柑
が
古
く
、

B
結
が
新
し
い
時
期
に
属
す

ラIO台以i待fに2¥'J'入主主



な
お
、
鬼
神
山
の
北
方
に
も
人
物
機
輸
や
家
形
犠
輸
が
出
土
し
た
古
墳
が
存
し
た
ら
し
い
が
、
乱
舗
に
よ
っ
て
遺
物
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
く
わ
し
い
出
土
状
況
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

武
摩
川
中
流
域

の
前
方
後
円
墳

武
庫
川
中
流
で
は
こ
れ
ま
で
顕
著
な
前
方
後
円
墳
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
近
三
田
市
下
問
中
の

武
庫
川
と
有
野
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
の
北
側
、
東
聞
に
の
び
た
標
高
一
八

O
J一一
0
0
メ
ー
ト
ル
の
丘

陵
上
で
全
長
約
問
八
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
約
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、
後
門
部
径
約
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
山
王

社
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
ο

郎
一
芥
施
設
そ
の
他
は
未
調
査
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
五
位
紀
末
J
六
位
紀
は
じ
め
の
こ
の
地
方
の
首

一
長
墓
で
あ
ろ
う
。

山
王
社
十
は
壊
の
周
辺
に
は
、
大
小
約
七

O
誌
の
古
壊
が
存
在
し
、
下
回
中
上
山
古
境
訴
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
上

山
日
刊
号
墳
の
よ
う
に
帆
立
貝
式
の
古
壊
も
合
ま
れ
て
い
る
。
堤
葬
施
設
は
木
村
を
直
接
土
中
に
即
納
し
た
例
が
多
い
が
、

部

横
山
八
式
石
室
墳
も
存
犯
す
る
。

お
そ
ら
く
五
位
紀
末
以
降
六
位
紀
代
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2 

木
棺
直
葬
墳
と
横
穴
式
石
室
境

'll'f:IJ：壊のII寺代

六
世
紀
に
入
る
と
、
古
墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
な
人
々
の
性
格
が
一
変
す
る
。

五
位
紀
後
半
以
来
、
被
葬
者
の
数

群
集
墳
の

出
現

は
急
増
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
小
首
長
層
ば
か
り
で
な
く
、
村
々
の
主
要
な
構
成
家
族
の
長
と
そ
の
一
族
も

第二節

ま
た
古
墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
群
集
墳
の
発
生
で
ら
る
。

初
期
の
群
集
墳
は
、

五
世
紀
後
半
以
来
徐
々
に
そ
の
数
を
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
小
形
の
前
方
後
円
墳
や
帆
立
貝
式
古
墳
の
周

自主主・ r与＂＇.怪9:.編 iラII
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辺
に
、
小
形
の
円
墳
や
方
墳
を
築
き
、
箱
形
の
木
棺
を
直
接
墳
丘
内
に
即
納
す
る
い

わ
ゆ
る
木
持
直
葬
壊
が
多
く
、
な
か
に
は
小
形
の
円
筒
塙
輸
を
め
ぐ
ら
す
も
の
も
あ

り
、
剖
非
日
山
に
は
須
恵
部
と
鉄
刀
、

鉄
搬
な
ど
の
鉄
製
武
川
市
が
多
い
。

六
位
紀
以
降
に
は
大
形
の
石
を
結
み
あ
げ
て
つ
く
る
横
穴
式
石
窓
岐
を
築
く
も
の

も
あ
ら
わ
れ
、
な
か
に
は
家
形
石
柑
を
即
納
し
、
副
葬
品
に
馬
具
、
い
か
加
え
ら
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。

横
穴
式
行
室
墳
の
築
造
に
は
、

石
村
が
供
給
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
地
則
的
条
件

が
伴
う
が
、
石
棺
の
採
用
や
馬
具
の
副
葬
は
、
被
葬
者
が
村
々
の
有
力
家
族
の
長
で

｜まI154 

あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
副
芥
品
に
馬
具
を
九
日

ん
で
い
る
こ
と
や
、

ほ
と
ん
ど
の
後
期
古
墳
の
融
葬
品
に
鉄
製
式
加
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
、
後
期
古
填
の
被
葬
者
が
、
山
中
に
村
落
内
の
有
力
家
族
の
長
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

ろ
う
。

い
て
、
畿
内
政
権
に
辿
な
る
武
力
的
、
政
治
的
権
力
の
一
翼
を
に
な
う
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
事
柄
で
あ

六
甲
山
地
南

麓
の
群
集
墳

ム
ハ
叩
山
地
南
麓
一
帯
は
、
明
治
以
来
の
急
速
な
市
街
化
工
事
で
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
遺
跡
が
多
く
、
な
か
で

」
の
地
域
の
後
期
古
墳
に
つ
い
て
は
、

も
池
上
に
人
工
の
盛
土
を
築
い
て
い
る
小
形
の
古
墳
に
そ
の
例
が
著
し
い
。

（
大
王
十
一
一
一
年
）
、
戦
後
の
神
戸
地
方
古
境
調
査
保
存
準
備
の
会

『
神
戸
市
史
b

別
録

『
神
戸
地
方
古
墳
地
名
表
旧
武
隙
・
克
原
・
八
部
・
有
馬
・
4
4

大
義
・
明
石
の
各
都

l
h
（
昭
和
三
十
一
年
）
、
神
戸
新
聞
社
社
会

ラ＜2古J:j{r時代in八五t



部
編
mu
祖
先
の
あ
し
あ
と

b
w
（
昭
和
三
十
六
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
再
開
発
に
伴
う

ま
た
、
最
近
は
市
街
地

で
、
地
一
卜
に
壊
も
れ
て
残
存
し
て
い
た
古
墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
る
例
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
両
者
を
あ

わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
記
録
さ
れ
た
例
を
以
下
列
記
し
て
お
き
た
い
。

芦
屋
川
以
間
住
吉
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
東
端
に
芦
屋
市
域
の
城
山
訴
集
噴
お
よ
び
一
一
一
条
群
集
墳
が
存
従
し
、
現
存
す
る
十
日

壊
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

城
山
訴
集
墳
は
昭
和
初
年
ま
で
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
減
山
の
中
腹
か
ら
山
麓
の
芦
屋
川
支
流
高

鹿
川
ま
で
の
地
域
に
約
一

O
基
の
櫛
穴
式
石
軍
噴
が
現
夜
知
ら
れ
て
お
り
、
高
佐
川
を
は
さ
ん
で
間
側
の
山
麓
に
は
三
条
併
集

墳
の
七
J
八
基
の
横
穴
式
石
護
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を

入」：J

務集演の時代

又Q

第二節

。 o

d二駒古墳発見の須厳然

つ
の
古
墳
群
と
し
て
二
支
群
を
含
む
砕
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
。

神
戸
市
域
の
来
線
で
は
本
山
町
森
か
ら
中
野
へ
か
け
て
横
穴
式
石
案
を
川
町
葬
施
設
と
す
る

群
集
壌
が
存
し
た
ら
し
い
が
、
現
存
す
る
の
は
神
戸
女
子
薬
科
大
学
構
内
の
生
駒
古
墳
の
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

生
駒
古
墳
は
、
標
高
約
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
す
る
夜
筏
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、
現

存
す
る
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
円
壊
で
、
組
葬
施
設
は
無
袖
式
の
償
穴
式
布
主
で
あ
る
。

lヌ1155 

の
全
長
は
約
一

0
メ
ー
ト
ル
、
奥
山
肝
心
付
近
の
幌
約
…
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
メ
！
ト

ル
で
、
石
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
倍
え
ら
れ
る
須
恵
探
や
鉄
総
類
が
神
戸
女
子
薬
科
大
学

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

自然・考，1,仕；＼＇！＇）：：縦 I
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ま
た
、
保
久
良
神
社
の
凶
南
麓
の
八
幡
谷
に
も
詳
集
墳
が
あ
り

六甲山地南殺の群集積（京設住夜間｜出！本）

八
幡
谷
を
へ
だ
て
た
凶
側
の
岡
本
梅
林
に
も
群
集
壊
が
存
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
附
本
梅
林
群
集
墳
に
は
小
形
石
松
を

蔵
す
る
石
室
が
二
基
記
録
さ
れ
て
お
り
、
神
戸
市
域
の
鮮
集
墳
と

し
て
は
珍
し
い
。

ま
た
、
こ
の
群
に
含
ま
れ
る
八
幡
谷
古
墳
は
、

子
令
長
、
’
＼

ノ
ペ
上
ル
一
／

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
片
袖
式
杭
穴
式
行
宗
明
で
、

内
に
は
総
合
せ
式
の
わ
柿
が
何
一
納
さ
れ
て
お
り
、

府
八
ハ
一
式
を
は

じ
め
多
数
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
地
域
で
は
凶
岡
本
野
寄
に
も
横
穴
式
石
室
を
即
日
芥

写J'G129 

施
設
と
す
る
群
集
墳
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近

再
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
で
二
基
の
横
山
八
式
石
川
か
が
発
抑
さ
れ
、

住
吉
川
か
ら
石
屋
川
ま
で
の
地
域
で
は
、

J
R
住
六
駅
構
内
に
、
住
古
来
古
墳
と
そ
の
周
辺
の
古
墳
に
続
く
附
燃
の
群
集
明

付
近
か
ら
円
筒
植
輪
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

が
存
複
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
二
九
人
七
）
に
兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
発
御
調
在
し
た
地
点
で
は
、
方
形
の
填
丘
が
削

の
須
恵
山
市
が
発
見
さ
れ
た
。

一
や
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
墳
丘
の
下
半
部
が
発
見
さ
れ
周
溝
内
か
ら
は
六
世
紀
初
頭
の
台
付
蓋
杯
や
益
郎
な
ど

ま
た
、
出
家
泣
跡
北
方
の
御
影
山
手
お
よ
び
鴨
子
ケ
原
付
近
に
も
後
期
群
集
填
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
ん
よ
く
消
失

514 古墳時代第八主主



し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

石
麗
川
以
西
都
賀
川
ま
で
の
地
域
で
は
、
楠
丘
町
ゃ
，
如
何
野
山
で
横
穴
式
石
室
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

都
賀
川
以
西
旧
生
間
川
ま
で
の
地
域
で
は
篠
原
南
町
付
近
に
存
夜
し
た
山
泌
尿
十
日
底
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
横
穴
式

で
あ
る
。

中
郊
の
大
形
前
方
後
円
墳
で
あ
る
天
王
塚
古
墳
の
周
辺
に
も
い
く
つ
か
の
台
墳
が
存
記
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

あ
る
い
は
後
期
の
群
集
墳
を
形
成
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
陥
生
田
川
川
東
山
序
の
旗
段
通
か
ら
生
田
町
に
か
け
て
の
地
域
で
は
横
穴
式
石
川
が
を
閉
葬
施
設
と
す
る
鮮
集
境
が
存
主
し

て
い
た
。
そ
の
う
ち
旗
塚
合
境
は
償
穴
式
石
室
内
に
組
合
せ
式
の
石
綿
が
出
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

の
規
模
は
不
明
な

点
が
多
い
が
、
奥
控
の
脱
約
二
・
四
メ
ー
ト
ル
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
相
当
大
規
模
な
横
山
八
式
石
室
で
あ
っ
た
こ
と
、
が
知
ら

れ
る
。
石
室
内
か
ら
は
刀
剣
、
鉄
織
、
紡
錘
京
、
担
忠
則
が
な
ど
と
と
も
に
馬
兵
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

間
生
的
川
か
ら
旧
渋
川
へ
か
け
て
の
地
域
に
も
、

い
く
つ
か
の
群
集
噴
が
存
犯
し
た
ら
し
い
が
、
現
存
す
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

群集墳のIIを代

そ
う
し
た
訴
の
う
ち
北
野
町
ぜ
か
ら
山
本
通
へ
か
け
て
の
山
麓
正
常
に
は
、
一
一
一
本
松
lH墳
、
減
ケ
口
十
は
境
、
中
宮
古
墳
、
北
県
A
1

塚
古
墳
、
氷
雨
尿
古
墳
な
ど
の
名
を
記
録
に
と
ど
め
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
横
山
八
式
石
室
を
川
崎
葬
施
設
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

ら
し
い
。

第二節

ま
た
、
縄
文
海
進
期
の
汀
線
近
く
の
J
R
一
一
一
ノ
宮
駅
か
ら
元
町
駅
へ
か
け
て
の
一
帯
に
も
馬
塚
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
古
墳

が
存
し
た
ら
し
い
し
、

J
R
神
戸
駅
付
近
に
も
抗
塚
、
化
粧
塚
、
差
方
塚
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ー
古
墳
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
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、

｝

o

t
L
V
ヴ
f
t

い
ず
れ
も
そ
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
筏
念
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
地
成
で
は
も
う
一
カ

ノ
御
所
町
か
ら
荒
田
町
に
か
け
て
も
横
穴
式
石
家
を
哩
葬
施
設
と
す
る
群
集
噴
が
存
在
し
て

、R

－o

tuw
中
心

周
山
の
人
山
本
か
ら
一
段
高
く
、

そ
の
う
ち
荒
出
町
ゴ
．

γ
日
の
荒
間
八
橋
神
社
の
社
地
は
、

か
つ
て
の
墳
丘
の
あ
り
さ
ま

を
よ
く
残
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

旧
淡
川
以
附
川
苅
部
川
ま
で
の
地
峡
で
は
夢
野
丸
山
古
墳
の
位
置
す
る
丘
陵
尚
側
の
氷
室
町
付
近
に
一
鮮
と
、
念
仏
山
古
墳

の
周
辺
に
も
後
期
群
集
担
が
存
ぶ
し
た
ら
し
い
。

ま
た
、
大
塚
町
に
も
古
墳
が
存
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

間
苅
川
被
川
以
凶
妙
法
寺
川
ま
で
の
地
域
で
は
池
間
寺
町
か
ら
池
凶
広
町
へ
か
け
て
の
山
麓
部
に
横
穴
式
石
室
を
則
非
施
設
と

す
る
昨
集
墳
が
あ
り
、
出
苅
部
川
内
川
仰
の
河
口
近
く
の
砂
堆
上
に
、
符
山
城
・
大
水
の
子
古
壊
な
ど
一
群
の
椛
集
附
引
が
存
有
し
た

ら
し
い
ο

妙
法
寺
川
以
凶
須
磨
捕
ま
で
の
地
域
で
は
大
手
町
に
一
群
、
若
木
町
か
ら
月
見
山
町
へ
か
け
て
に
…
群
、
潮
見
ム
引
に
一
昨
、

そ
し
て
須
燐
油
公
開
付
近
に

’zr円
ノ

ptナ
キ
ミ
b
q
Iえ
て
み
ず
い
l

ドぃ

J

こ。

者
グ
伊
伯
作
ー
な
カ
手
ト
ブ
士

L
T

山
砲
川
流
域

の
群
集
壌

叡
熔
以
問
で
は
嵐
山
恒
川
流
域
お
よ
び
福
間
川
東
岸
で
は
存
在
、
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
縦
突
な
例
は
知
ら
れ
て
い

：
、
。

ゃ
ん
し

福
間
川
閉
山
町
か
ら
さ
ら
に
西
側
の
山
間
川
ま
で
に
ひ
ろ
が
る
標
高
八
二
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
所
九
一
以
尚
一
川
と
す
る
舞
子
丘
陵
上
に

は
、
神
戸
市
域
で
も
有
数
の
後
期
古
墳
群
で
あ
る
舞
子
群
集
墳
が
存
在
す
る
。

舞
子
砕
集
墳
は
、
江
戸
時
代
の
『
播
磨
名
所
巡
覧
開
会
』
に
「
山
石
震
其
数
一
一
一
十
六
有
L

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
数
の

横
山
八
式
石
川
ゑ
が
昨
ぶ
す
る
こ
と
で
十
日
く
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
夜
、
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
占
域
も
合
め
て
問
。
ぷ
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群集墳の時代

に
近
い
俄
穴
式
石
室
境
が
俗
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
立
地
す
る
尾
恨
に
よ
っ

地
形
上
か
ら
は
向
山
川
流
域
に
属
し
て
い
る
が
、

て一

O
抑
制
度
の
支
群
に
わ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
東
半
の
支
群
は
、

の
必
一
盤
に
し
た
人
々
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
諮
問
川
流
域
を
生
活

舞子、耳I：策立当分布図

群
に
も
、

地
形
的
に
は
舞
子
群
集
噴
の
立
地
す
る
氏
陵
の
悶
端
に
位
置
す
る
大
歳
山
古
噴

間
佐
紀
代
の
古
墳
や
六
位
紀
前
半
の
前
方
後
円
墳
と
と
も
に
、
横
穴
式

行
家
境
と
抗
定
さ
れ
る
円
境
、
木
結
成
葬

墳
と
治
定
さ
れ
る
円
墳
な
ど
が
存
在
し
た

」
と
が
総
認
さ
れ
て
い
る
。

五
段
紀
代
の

図 156

十
け
喰
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ

の
流
域
の
山
中
心
的
な
庁
長

族
の
墳
某
で

あ
ろ
う
。

に
は
本
多
聞
群
集
墳
が
あ
り
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
O
）
の
団
地
造
成
に
先
立
つ
調

舞
子
群
集
取
の
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

査
で
、
そ
の
内
の
一
基
か
ら
埴
輪
片
、
須
恵
川
市
・
士
一
附
加
片
、
鉄
総
な
ど
が
発
見
さ
れ

第二節

て
い
る
が
山
葬
施
設
は
不
明
で
あ
っ
た
。
出
土
し
た
須
忠
総
か
ら
み
て
五
位
紀
末
か
ら

お
そ
ら
く

六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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か
ど
ヨ
U
H
a
v
i
C

コ
J
7
0

4
ペ’

F
Hゴ
d
J
Hう
て
み
d

F
一
に
ノ

設
と
す
る

大
歳
山
の
北
側
の
山
間
川
を
へ
だ
て
た
同
舞
子
九
丁
目
あ
た
り
に
も
s

愉
釈
群
集
墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
横
穴
式
石
室
を
組
葬
施

し
か
し
、
小
規
模
な
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
た
め
く

わ
し
い
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

群
が
あ
り
、
ん
ハ
広
一
の
古
境
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

八
丁
目
あ
た
り
に
位
置
し
た
大
塚
ケ
平
群
集
墳
は
一

大
塚
ケ
平

群
集
境

附
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
調
査
さ
れ
た
小
川
多
附
台
七
、

山
間
川
凶
岸
に
分
布
す
る
群
集
墳
の
な
か
で
は
最
も
規
模
が
大
き
い
。

の
横
山
八
式
石
室
か
ら
な
る
一
株
で
、

墳
丘
は
い
ず
れ
も
直
径
一

0
1
二
六
メ
ー
ト
ル
の
内
岐
で
、
群
小
最
大
規
模
の
5
号
墳
は
直
径
一
一
六
メ
ー
ト
ル
、
府
聞
に
幅

ー一。一

約
五
メ
ー
ト
ル
の
胤
仰
を
め
ぐ
ら
し
、

石
室
の
全
長
約

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、

最
大
幅
約

五
メ
ー
ト
ル
の
片
納
式
の
俄
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
。

副
葬
品
に
は
須
恵
保
、

二i二
自rli
!f,~ 

鉄
山
、
一
会
知
な
ど
と
と
も
に

の
二
郎
、
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
前
に
乱
掘
さ
れ

て
い
て
全
容
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

ま
た
、

－

M
V
墳
も
全
長
約
八
・
四
メ
ー
ト
ル
の
片
袖
式
繊
山
八
式
石
川
吸
を
埋
葬
施
設
と
す

る
直
箆
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
が
轡
、
杏
葉
、
雲
珠
、
鐙
、
辻
金
具
な
ど
の
馬

日
パ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
群
集
成
で
も
う
一

日
仕
阿
付
さ
れ
る
古
墳
は
日
号
墳
で
、
片
納
式
の
横
穴
式
石
室

（
八
七
日
日
公
約
九
メ
ー
ト
ル
）
を
埋
葬
施
設
と
す
る
直
径
約

八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
が
、
玄

室
内
に
組
掛
突
起
を
も
っ
組
合
せ
式
の
家
形
石
棺
が
叩
仙
制
さ
れ
て
い
た
ο

石
防
は
全
長
約

ラ玄8i1iJ:J'[ll寺代in八示



二
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
九

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
義
石
二
枚
、
側
右
四
枚
、
氏
右
四
枚
で
構
成
さ
れ
た
家

形
石
総
で
、
蓋
の
一
長
辺
に
各
一
一
カ
所
、
絞
辺

…
カ
一
昨
の
退
化
し
た
縮
掛
突
起
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
石
質
は
神
戸
層
群
中

に
認
め
ら
れ
る
白
色
の
凝
灰
質
砂
岩
で
あ
る
。
こ
の
鮮
集
墳
の
築
造
年
代
は
お
そ
ら
く
い
ハ
枇
紀
は
じ
め
か
ら
一
位
紀
間
ぐ
ら
い

継
続
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

狩
口
台
群

集
壌

山
間
川
下
流
凶
岸
の
狩
口
ム
日
終
集
墳
に
は
、

い
く
つ
か
の
古
墳
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る

の
は
狩
口
台
七
丁
目
の
狐
塚
古
墳
の
み
で
あ
る
ο

弧
塚
十
日
墳
は
前
任
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
内
成
で
、
同
聞
に

の
浅
い
周
溝
が
め
ぐ
っ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
の
外
問
問
は
直
径

約
五

0
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
矧
一
葬
施
設
は
阿
納
式
の
横
山
八
式
石
室
で
、

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
推
定
約
八
メ
ー
ト
ル
、

円ノ

H
m
h
y
d
J

4ν
ふ
山
叩

l
v
m
F
↑

一
メ
ー
ト
ル
、
読
道
の
長
さ
約
問
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
築
造
時
期
は
出
土
し
た
須
恵
総

か
ら
み
て
六
位
紀
前
半
で
も
終
り
こ
ろ
に
あ
た
る
時
期
で
あ
ろ
う
。

大
塚
ケ
一
千
群
集
墳
の
南
側
、
狩
口
台
一
一

γ
日
あ
た
り
に
存
在
し
た
深
谷
群
集
壌
は
、
大
正
年
間
に
瓦
製
作
用

深
谷
群
築
墳

粘
土
の
採
土
場
と
な
っ
た
た
め
ら
／
く
の
古
境
が
破
壊
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
の
明

llf集墳のII寺代

舞
団
地
造
成
に
先
立
つ
調
査
で

来
一
の
十
口
演
が
縦
認
さ
れ

調
査
さ
れ
た
古
境
の
う
ち
蛇
啄
と
呼
ば
れ
る
1
サ
喰
は
、
流
在
約
三

O
メ
i
ト
ル
の
丹
墳
で
、
同
川
葬
施
設
は
全
長
約
九
・
一

メ
ー
ト
ル
の
片
納
式
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
玄
室
内
に
は
組
制
問
突
起
を
も
っ
総
合
せ
式
家
形
石
相
を
収
め
て
お
り
、
副
葬
品
の

あ
ぷ
み

な
か
に
刷
物
・
奈
川
一
浜
珠
・
鐙
・
辻
金
具
な
ど
潟
日
パ
一
式
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2
M
V
墳
は
直
窪
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
円
壊
で
割

第二節

竹
形
木
棺
一
一
一
茶
一
を
夜
葬
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
大
正
年
間
に
破
線
さ
れ
た
古
墳
の
多
く
は
横
穴
式
石
窓
壊
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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た
っ
か
群

築
墳

南
多
聞
台
四
丁
目
あ
た
り
に
存
在
し
た
、
た
っ
か
群
集
墳
は
、
標
高
七

ハ
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
立
地

し
て
い
た
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
鮮
集
墳
で
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
一
一
一
）
に
団
地
造
成
に
先
立
つ

て
七
基
の
横
山
八
式
石
室
墳
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

コ
字
形
に
の
び
た
尾
根
上
に
築
か
れ
た
古
墳
は
、
北
側
の
尾
板
上
に
東
西
に

か
れ
て
お
り
、

設
ぶ
間
基
と
、
中
央
の
南
北
方
向
の
尾
根
上
に
あ
る
一
法
、
南
側
の
尾
根
上
の
東
関
に
並
ぶ
二
基
と
い
う
よ
う
に

い
ず
れ
も
円
墳
で
南
向
の
横
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
規
模
の
大
き
い
の
は
1
サ
壌
で
直
径
約
二 わ

四
メ
ー
ト
ル
、
石
室
の
全
長
約
七
・
七
メ
ー
ト
ル
、
副
葬
品
の
な
か
に
馬
具
を
伴
っ
て
い
る
。
な
お
、
馬
具
を
副
葬
し
た
例
は

ほ
か
に
2
サ
填
と
6
n
v
墳
が
あ
る
。

海
脇
群
集
崎
明

た
つ
か
群
集
墳
の
さ
ら
に
上
流
の
凶
脇
一
丁
目
あ
た
り
に
位
躍
し
た
凶
脇
訴
集
墳
は
、
山
山
川
凶
岸
で
は
故

側
の
第
二
神
明
道
路
あ
た
り
に
い
く
つ
か
の
古
墳
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
i
号
墳
は
一
辺
約
六
メ
i

も
上
流
に
位
置
す
る
群
集
噴
で
、
ム
ハ
基
の
木
枯
砲
葬
墳
と
推
定
さ
れ
る
古
墳
が
縦
認
さ
れ
て
お
り
、
な
お
街

ト
ル
の
方
形
墳
で
、
墳
丘
斜
削
に
は
こ
ぶ
し
大
の
円
礁
の
葺
石
が
認
め
ら
れ
、
明
葬
施
設
は
長
さ
一
・
八
？
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

四
O
J
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
箱
形
の
木
枯
間
基
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
副
葬
品
は
須
恵
探
の
み
で
瓦
佐
紀
末
J
六
位
紀
初

ほ
か
の
五
訴
は
隆
提

K
l
一
0
メ
ー
ト
ル
で
、
確
認
で
き
た
例
は
い
ず
れ
も
木
棺
直
葬
で
単
葬
で

あ
っ
た
。

め
に
築
造
さ
れ
た
ら
し
い
。

明
石
川
流
域

の
群
集
壌

明
石
川
流
域
で
は
約
二

O
O悲
の
後
期
古
墳
が
存
犯
す
る
が
、
明
石
川
下
流
域
で
は
東
洋
の
明
石
市
域
の
明

木
柑
直
葬
を
埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
が
存
犯
す
る
。
明
石
城
内
に
は
ほ
か
に
も
数
基
の
古
境
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。

石
域
内
に
、
あ
さ
ぎ
り
寮
古
墳
と
呼
ば
れ
る
政
経
約
一

0
メ
ー
ト
ル
、
古
向
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で

520 r11tnnif{1;; 第八ifi:



第二節群集墳の時代
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伊
川
東
山
原
で
は
ほ
と
ん
ど
砕
集
墳
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
小
守
集
落
の
背
後
の
丘
陵
上
に
三
基
の
円
墳
か
ら
な
る
柿
谷
群

集
域
が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
1
号
墳
は
直
径
約
一
問
メ
ー
ト
ル
、
尚
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
周
捌
に
埴
輸
を
め
ぐ
ら
し
、

則
非
施
設
は
瞭
床
の
上
に
木
川
を
置
き
、
鉄
剣
・
鉄
鍬
を
副
葬
し
て
い
た
。
総
輸
の
な
か
に
は
、
円
筒
欄
輸
の
ほ
か
朝
顔
形
楠

輸
・
人
物
埴
輪
・
家
形
植
輸
な
ど
が
あ
り
、
ム
ハ
計
一
紀
初
頭
の
築
造
と
従
定
さ
れ
る
。

ほ
か
の
二
基
も
木
相
直
芥
の
円
墳
で
六
世

紀
前
半
の
須
恵
山
一
怖
を
副
葬
し
て
い
る
も
の
と
、
六
位
紀
後
半
の
須
恵
慌
を
副
葬
し
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
一
一
一
位
代

に
わ
た
っ
て
同
じ
氏
陵
上
に
造
基
し
た
一
集
団
の
境
基
群
で
あ
ろ
う
。
福
岡
川
上
流
と
伊
川
上
流
の
中
間
の
丘
陵
上
に
は
横
穴

式
石
川
ゑ
を
四
葬
施
設
と
す
る
高
塚
山
群
集
噴
が
存
在
し
、
数
誌
の
治
噴
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
群
集
墳
を
残
し
た
人
々
が
、

出
問
川
流
域
と
伊
川
流
域
の
ど
ち
ら
に
生
活
の
基
盤
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

じ
ゅ
ん
な

伊
川
川
岸
で
は
潤
和
の
延
明
寺
古
境
が
、
和
式
γ
川
似
の
則
一
非
施
設
を
も
ち
、
欽
鎌
を
献
葬
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、

付
近
に
い
く
つ
か
の
古
墳
が
存
布
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

天
王
山
の
一
群
は
、
比
較
的
早
い
時
期
の
群
集
墳
で
あ
り
、
山
地
神
山
周
辺
に
も
同
時
期
の
古
暁
お
よ
び
そ
れ
に
統
く
い
く
つ

か
の
支
群
が
存
在
す
る
ら
し
い
が
、
未
調
査
の
ま
ま
士
取
り
工
事
で
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
、
災
態
が
担
援
し
に
く
い
。

櫨
谷
川
流
域
で
は
東
岸
の
松
本
、
長
谷
、
池
谷
な
ど
で
十
日
壌
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
植
輸
の
存
在
す
る
古
墳
や
銅
鋭
を

副
葬
し
た
終
末
期
の
古
墳
の
存
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
明
ら
か
な
も
の
は
少
な
い
。

横
谷
川
と
明
石
川
中
流
に
閉
ま
れ
た
丘
陵
地
借
の
米
端
に
は
山
皮
切
群
集
墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
群
が
あ
る
。

い
す
み

ま
た
、
居
住
・

小
山
遺
跡
の
一
角
か
ら
は
丹
墳
二
基
、
ガ
境
三
政
一
什
五
基
の
一
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
噴
丘
は
際
平
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て

山
葬
施
設
は
不
明
で
あ
る
が
、

木
精
白
葬
墳
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

出
土
須
恵
出
か
ら
み
て
六
位
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
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あ
ろ
う
。

る。

丘
陵
上
の
木
精
直
葬
墳
と
横
山
八
式
石
室
墳
と
が

併
を
な
し
て
い
る
慶
明
群
集
墳
と
同
一
の
群
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

明
石
川
閉
山
市
に
は
下
流
か
ら
上
流
ま
で
、
全
域
に
わ
た
っ
て
群
集
墳
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

下
流
域
で
は
沖
積
地
に
立
地
す
る
吉
凶
雨
泣
跡
で
門
向
精
輸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
日
…
削
・
片
山
泣
跡
の
位
置
す
る
西

保
の
丘
陵
上
か
ら
も
円
筒
椴
輸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
付
近
の
神
社
境
内
に
石
械
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
丘
陵

上
に
中
期
米
に
は
じ
ま
る
群
集
墳
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
以
後
古
墳
時
代
を
通
し
て
明
石
川

下
流
域
の
中
核
的
集
落
で
あ
っ
た
吉
間
南
遺
跡
と
深
く
か
か
わ
る
鮮
集
成
で
あ
ろ
う
。

立
地
す
る
中
村
群
集
墳
が
あ
る
。

比
較
的
早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
群
集
墳
に
は
危
塚
市
岐
を
中
心
と
し
た
出
合
群
集
墳
と
さ
ら
に
上
流
の
中
村
の
丘
陵
上
に

群集墳のII寺代
ノ町一日

用一日H

写真 131 木村1夜葬 tl':t
（間玄関与！合（）33号ii'l跡鈴 l号J:fD

い
ん
じ

中
村
群
集
段
よ
り
さ
ら
に
上
流
の
印
路
や
常
＋
中
に
も
群
集
墳
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
木
棺
政
葬
墳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
常

本
の
群
集
墳
は
南
側
の
保
護
所
裏
山
群
集
墳
と
常
本
砕
集
墳
の
ニ
群
に

フト
j

J

1

旦「
u
t
a

、

斗

4
b
v
r
v
A
A
Z屯

4μ

い
ず
れ
も
埴
輸
を
伴
う
古
墳
を
含
ん
で
い
る
の
で
北

較
的
円
十
い
時
期
か
ら
鮮
の
形
成
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

に
は
や
や
大
形
の
鍋
谷
池
古
墳
が
あ
り
、
付
近
に
も

群
が
存

犯
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
和
問
に
も
い
く
つ
か
の
群
集
墳
が
存
夜
し
た
ら
し
い
が
、
藤

I~！然・考，1,i震史縦 i523 



原
怖
に
近
い
じ
山
り
椛
集
墳
は
、
土
取
り

に
よ
っ
て
す
っ
か
り
治
滅
し
て

し
ま
っ
た
。

な
お
、
藤
原
橋
の
北
側
山
袖
に
は
須
恵
器
の
窯
祉
と
推
定
さ
れ
る

新 内 -r11・ ±!'t会： )it

k
m散
布
地
が
あ
る
。

明
石
川
小
流
東
洋
で
は
平
野
町
宮
前
の
丘
陵
上
に
西
神

第
日
川
勺
泣
跡
を
中
心
と
し
た
一
群
が
あ
る
。

標
高
六

0
1八
0
メ
ー
ト
ル
付
近
で

の
木
持
直
葬
墳
が
調
査
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
2
号
墳
は
埋
葬
施
設
が
割
竹
形
木
絡
で
、
中
期
古
墳
だ
と
推

写l全~ 132 

定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
二
基
は
後
期
古
境
で
あ
る
。

さ
ら
に
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
る
と
平
野
町
繁
田
と
間
町
堅
田
・
押
部
谷
町
養
田

に
、
小
さ
な
芥
を
へ
だ
て
て
前
・
中
期
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
古
墳
群
が
そ
れ

ぞ
れ
存
釈
す
る
。
後
期
古
墳
の
多
く
は
木
棺
斑
葬
壊
で
、
群
集
墳
の
形
成
が
六

ぽ
紀
は
じ
め
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
他
地
域
に
比
し
て
そ
の
成
立
が

し、

き
い
た

明
石
川
上
流
の
押
部
谷
町
制
悶
で
は
東
山
件
の
元
佐
官
山
・
道
心
山
、
間
山
仰
の
寺
谷
・
池
谷
な
ど
に
群
集
墳
が
存
在
す
る
が
、

元
住
吉
山
・
道
心
山
は
木
相
直
葬
墳
と
横
山
八
式
石
室
墳
が
泌
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
れ
た
と
維
定
さ
れ
る
が
、

道
心
山
群
集
墳
の
う
ち
木
棺
政
葬
墳
と
般
定
さ
れ
る
2
、

3
H
V
境
は
、
発
見
さ
れ
た
須
忠
則
市
か
ら
み
て
六
批
紀
前
半
に
築
造

－
号
墳
は
、
夜
径
約
二

0
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
問
問
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
埋
葬
施
設
は
片
袖
式
の
横

の
全
長
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
で
形
態
か
ら
み
て
六
位
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

穴
式
石
主
で
あ
る
。
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神
出
の
群

集
油
機

明
石
川
上
流
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
瀬
戸
川
の
上
流
あ
る
い
は
加
古
川
の
支
流
革
谷
川
上
流
で
も
あ
る
神
出

は
、
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
佼
段
丘
酪
に
小
さ
な
谷
を
刻
ん
だ
台
地
で
、
少
な
い
な
が
ら
も
古
墳
が

存
在
す
る
。

金
棒
池
l
号
墳
で
発
見
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
銅
鏡
が
宮
内
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
き
に
ふ
れ
た
が
、
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
資
料
や
記
録
に
も
同
じ
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
須
恵
緩
や
馬
具
の

部
で
あ
る
夜
業
が
存
在
し
、

ま
た
、
神
出
町
問
弁
の
字
向
山
発
見
の
欽
製
武
器
や
円
筒
塙
輸
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
兵
庫
県
立
博
物
恕
所
蔵
の
福
原
会
下
向
人
旧
蔵
資
料
の
な
か
に
も
、
宮
市
跡
発
見
か
古
墳
発
見
資
料
か
は
不
明
な

が
ら
神
出
町
発
見
の
陶
棺
脚
部
が
存
在
し
、
神
出
地
区
に
お
い
て
も
中
期
末
以
来
開
発
が
進
行
し
、
人
々
の
生
活
の
場
と
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

最
近
の
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
で
も
神
出
町
東
の
大
池
の
南
側
に
位
置
す
る
新
内
古
演
を
は
じ
め
機
関
山
南
麓
で

い
く
つ
か
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
調
査
さ
れ
て
い
る
。

新
内
古
墳
は
直
径
約
一
七
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
周
聞
に
約
四
メ

i
ト
ル
の
周
溝
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
が
、
埋
葬
施
設
は
削

1洋築績のH寺代

平
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
不
明
で
あ
る
が
、
周
溝
内
か
ら
は
円
筒
植
輪
・
朝
顔
形
犠
輪
の
ほ
か
人
物
植
輪
や
須
恵
器
も
発
見
さ

れ
て
い
る
。

大
池
の
北
側
で
発
見
さ
れ
た
仮
称
l
号
墳
は
、
確
径
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
全
長
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル

一一弟一且] 

の
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
。
副
葬
品
は
須
恵
探
・
土
師
器
の
ほ
か
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

－
号
墳
の
北
側
に
接
す
る
2
号
墳
も
ほ
ぼ
同
規
模
台
墳
で
あ
る
。
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1

・
2
号
墳
か
ら
来
へ
約
一
六

0
メ
ー
ト
ル
の
拍
子
ケ
池
北
岸
に
位
置
す
る
3
号
墳
は
砲
怪
約

二
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、

埠
葬
施
設
は
不
明
で
あ
る
が
お
そ
ら
く
横
穴
式
石
室
で
あ
ろ
う
。
な
お
拍
子
ケ
油
の
な
か
に
も
古
填
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
の

あ
た
り
の
六
位
紀
米
か
ら
七
世
紀
へ
か
け
て
の

鮮
の
群
集
墳
の
存
在
と
そ
の
内
絡
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

神
戸
北
部

の
群
集
墳

北
神
戸
地
区
で
は
弥
生
時
代
以
来
、
武
時
川
に
有
野
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
か
ら
、

さ
ら
に
有
肝
川
・
長
尾
川

に
有
以
内
川
・
入
多
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
に
遺
跡
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
後
期
古
頃

も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
横
山
八
式
石
室
墳
が
多
い
。

か
ぶ
ら
ト

武
時
川
本
流
川
双
山
ル
の
道
場
町
生
野
か
ら
中
野
へ
か
け
て
の
地
域
で
は
、
鏑
射
山
の
山
細
か
ら
小
組
へ
か
け
て

。
ぷ
あ
ま
り

の
桃
山
八
式
石
室
填
が
開
訴
に
わ
か
れ
て
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
池
域
は
、
上
流
の
一
一
一
回
市
域
や
交
流
の
有
馬
川
ゃ
い
口
火
尾
川
の
流
域
に
比
し
て
決
し
て
可
刺
地
は
ひ
ろ
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
古
墳
の
数
が
多
い
の
は
、

お
そ
ら
く
武
庫
川
を
さ
か
の
ぼ
る
人
や
文
化
の
流
れ
の
一
一
一
山
盆
地
へ
の
人
口

に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。

武
庫
川
本
流
と
有
野
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
の
南
側
丘
陵
先
端
部
に
位
附
す
る
尼
崎
学
関
内
群
集
担
は
、
現
心
仏
ム
ハ
誌
の
古
墳

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
鮮
の
中
央
に
位
依
す
る
4
号
墳
は
、
直
径
約
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、
一
日
間
さ
約
一

五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ

り
、
則
一
芥
施
設
は
附
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、

の
奥
壁
に
棚
石
が
付
設
さ
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、

2
号
墳
と
6
号
墳
は
木
村
直
葬
墳
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

尼
崎
学
囲
内
4
号
演
の
よ
う
に
玄
室
の
奥
壁
に
棚
を
付
設
し
て
い
る
古
墳
は
一
一
…
凹
市
加
茂
の
竹
内
古
墳
で
知
ら
れ
て
い
る
し
、

一
一
一
同
市
北
浦
の
東
仲
古
噴
で
は
、
玄
室
の
側
附
肝
心
か
ら
械
が
突
出
し
て
い
る
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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ず
れ
も
横
穴
式
石
室
境
で
あ
る
ら
し
い
。

な
お
、
尼
崎
学
閥
内
鮮
集
噴
の
市
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
道
場
町
海
出
の
前
一
所
で
も
二
基
の
円
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

の
績
穴
式
石
室
墳
が
南
北
に
な
ら
ん
で
い

有
馬
川
東
洋
の
道
場
町
平
mm
か
ら
部
宮
市
山
口
町
へ
か
け
て
の
丘
陵
上
に
は

る
。
中
央
の
稲
荷
神
社
一
災
山
群
集
演
は
一
一
一
法
確
認
さ
れ
て
お
り
、
南
約
一

O
Oメ
i
ト
ル
の
丘
綾
先
端
部
に
も

？洋条Jl'tのfl寺代第二節

基
、
南
間
約

二
0
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
も
一
基
の
横
穴
式
石
室
が
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
間
宮
市
と
の
市
境
を
宿
へ
越
え
た
と
こ
ろ
に
も
古
石
古
墳
と
呼
ば
れ

て
い
る
桃
山
八
式
石
窓
墳
が
あ
り
、

一
訴
を
形
成
し
て
い
る
。

有
肘
川
と
有
馬
川
の
中
間
に
東
聞
に
の
び
た
丘
陵
の
最
北
端
の
裾
部
に
位

附
す
る
オ
キ
ダ
群
集
墳
は
、

五
基
の
横
穴
式
石
室
噴
か
ら
な
る
…
群
で
あ
る
。

調
査
さ
れ
た
2
号
墳
は
、
全
長
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
無
抑
制
式
の

っ
た
ら
し
く
、
石
材
の
涼
位
院
を
保
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
床
而
か
ら

は
倍
以
恵
然
、
土
師
部
、
直
刀
、
刀
子
、
鉄
験
、
鋤
先
、
鎌
状
鉄
製
品
、
馬
具
、

カ
ナ
b
L

釘
、
鈴
、
金
環
な
ど
多
く
の
泣
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
轡
一
一

！ヌI159 

を
は
じ
め
馬
兵
…
式
が
出
土
し
て
い
る
点
は
詑
目
さ
れ
る
。

品、ぃ
J
M
M
許り

長
尾
町
宅
原
か
ら
道
場
町
自
臨
へ
か
け
て
の
神
戸
市
と
一
一
一
間
市
の
市
境
を

形
成
し
て
い
る
丘
陵
上
に
は
点
々
と
群
集
墳
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

京
端
の
塩
限
八
幡
神
社
付
近
の
一
群
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
向
王
社
古
墳
を
中 し

l~l 然・：r,·,i,·E主史詩，； I 
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心
と
す
る
一
ト
問
中
上
山
台
墳
群
と

連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
神
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
造
成
地
内
に
も
い
く
つ
か
の
合
墳
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
北
神
2
J
3
号
泣
跡
で
は
標
高
約
八

O

メ
ー
ト
ル
、
氷
山
と
の
比
高
約
一
一

0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
二
基
の
古
境
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
3
号
遺
跡
は
、
ん
ム

長
約
二
九
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
位
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
約

二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
・
五

メ
ー
ト
ル
の
小
形
の
前
方
後
円
境
で
、
埋
葬
施
設
は
μ
ハ
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。

隣
接
す
る
2
号
遺
跡
の
古
壊
は
、
直
径
約
二
一
メ
ー
ト
ル
の
丹
墳
で
、
川
相
葬
施
設
は
全
長
約
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
片
袖
式
償

穴
式
石
室
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
六
此
紀
中
葉
以
鋒
の
古
壊
で
あ
る
。

北
神
地
区
の
う
ち
、
加
合
川
の
上
流
に
属
す
る
山
田
町
や
淡
河
町
で
は
、
近
年
ま
で
古
墳
時
代
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
最
近
集
務
遺
跡
も
含
め
て
発
見
が
相
次
い
で
い
る
。

加
古
川
の
支
流
川
市
〈
袋
川
上
流
に
あ
た
る
志
染
川
（
山
間
川
）
流
域
で
は
山

m
－
中
泣
跡
で
十
M
境
時
代
前
期
お
よ
び
後
期
の
竪
火

住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
く
の
原
野
の
谷
寺
や
数
ノ
楽
に
群
集
墳
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
淡
河
川
流
域
で
は
、
淡
河
城
社
南
辺
で
弥
生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
期
ご
ろ
と
批
定
さ
れ
る
方
形
竪
穴
住
居
が

発
見
さ
れ
、
付
近
に
は
な
お
数
煉
の
住
賠
が
存
抗
す
る
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
ο

し
か
し
、
合
墳
に
つ
い
て
は
こ
の
地

域
で
の
分
布
調
査
で
も
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
綜
集
墳
の
存
在
は
、
付
近
に
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
が
未
発
見
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
農
業
生

産
に
携
わ
り
、
そ
の
地
域
の
経
済
的
基
盤
を
支
え
た
人
々
の
営
み
が
存
在
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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終
末
娘
の

古
境

終
末
期
の
古
墳
に
つ
い
て
は
昭
和
田
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
奈
良
県
高
松
塚
古
墳
が
発
見
さ
れ
て
以
後
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
神
戸
市
域
で
は
そ
の
実
例
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

わ
ず
か
に
商
区
楠
谷
町
の

光
松
古
墳
で
銅
銃
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遺
物
の
上
か
ら
七
世
紀
代
か
ら
入
役
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
古
墳
の
存
夜
が
推

定
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
神
戸
市
北
区
に
接
す
る
武
庫
川
中
流
の
三
間
盈
地
に
は
一
一
一
回
市
貴
志
町
の
奈
カ
リ
与
古
墳
、
奈
良
山
口
号
墳
、
時

山
7
号
墳
、
陪
市
街
，
崎
町
の
青
龍
寺
裏
山
川
古
墳
時
叶
な
ど
終
末
期
古
墳
の
好
例
が
い
く
つ
も
知
ら
れ
て
い
る
。

武
庫
川
間
岸
の
丘
陵
上
に
位
隠
す
る
奈
カ
リ
与
古
墳
は
、
直
径
七
J
八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
凝
灰
岩
質
砂
岩

の
板
石
を
組
合
せ
た
横
日
式
の
石
櫛
で
あ
る
。
こ
れ
は
箱
式
石
棺
様
石
室
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
長
さ
約

ハ
メ

i

ト
ル
、
幅
約
七

0
セ
ン
チ
メ
i
ト
ル
の
小
形
の
石
室
で
、

人
口
は
片
側
に
寄
っ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
須
恵
肌
怖
か
ら
み
て
七
世

紀
の
前
半
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
ろ
う
。

奈
良
山
口
号
墳
は
直
径
約
一

O
メ
i
ト
ル
、
高
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
奥
行
約

メ
ー
ト
ル
、

幅
約
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

メ
ー
ト
ル
の
横
口
式
石
櫛
で
、
制
抜
式
の
横
口
壁
を
も
ち
、
そ
の
前
に
羨
道
を
つ
け

群集墳のII与代

て
い
る
。
埋
葬
に
際
し
て
は
櫛
内
全
面
に
木
炭
・
灰
が
数
き
つ
め
ら
れ
て
お
り
、
火
葬
墓
と
し
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

発
見
さ
れ
た
須
恵
叩
掛
か
ら
み
て
七
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
へ
か
け
て
の
古
墳
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
石
榔

に
は
九
世
紀
末
な
い
し
一

O
世
紀
は
じ
め
に
追
芥
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第二i'ii1

西
山
7
号
墳
も
直
径
約

二
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
木
棺
を
泣
葬
し
た
も
の
と
箱
式
石
掠
が
各
一
基
な
ら
ん
で

い
る
。
そ
の
う
ち
籍
式
石
椋
の
墓
墳
が
横
穴
式
石
室
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
玄
室
部
の
前
に
羨
道
状
の
墳
が
の
び
て
い
る
。
石
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村
は
長
さ
約
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
…
制
約
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
村
内
八
士
山
に
木
円
以
や
灰
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い

た
。
お
そ
ら
く
七
世
紀
前
半
の
古
墳
で
あ
ろ
う
。

奈
カ
リ
い
何
十
：
奈
良
山
市
墳
時
叶
の
対
岸
に
位
脱
す
る
青
龍
寺
一
公
山
古
墳
鮮
の
う
ち
、

－
号
棋
は
筒
径
約
一

0
・
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
ニ
メ

i
ト
ル
の
円
壌
で
、
埋
葬
施
設
は
全
長
約
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
相
約
一
メ
ー
ト
ル
、
現
高
約
一
メ
ー
ト
ル
の
お
室
で
、

床
に
長
方
形
の
等
を
放
い
た
古
頃
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
こ
の
石
室
に
つ
い
て
は
竪
穴
式
石
室
・
横
穴
式
石
室
附
説
が
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
。

の
東
側
に
な
ら
ぶ
2
号
填
も
板
石
を
組
合
せ
た
あ
相
状
の
泣
織
が
認
め
ら
れ
る
が
、

お
そ
ら
く
杭
日
式
の
石
櫛
で
あ

ろ
う
。以

上
の
よ
う
な
一
一
一
凶
市
域
に
お
け
る
終
末
期
の
石
櫛
は
、
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
こ
と
、
木
炭
や
灰
を
伴
う
例
が
多
い
こ
と

か
ら
推
測
し
て
、
仏
教
的
葬
法
と
関
辿
深
い
火
葬
慕
あ
る
い
は
改
葬
基
と
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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